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※ダンボール箱などは、移動の時や、ア

フターサービスのご依頼時などのた

めに保管しておいてください。
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1. ご使用の前に・・・必ずお読みください。

火災、感電やけがを防ぐために、以下の注意事項をお守りください。

1.直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに置か 5.ケースやパネノレを外さないでください。
ないでください。

2.花瓶など、水の入った容器を置かないでくだ、さ 6.金属類や燃えやすいものを通風穴などから入れ
ないでください。

3.風通しの悪い所に置かないでください。 7.クリーニングのご注意

4.ほこりや湿気の多い所に置かないでください。

①お手入れの際は、 DC電源コードを抜いてく
だきしユ。
②シンナーやベンジンなどで拭かないでくださ

③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤を
ご使用ください。



2.定格
定格 TS-450 

仕様 モデル TS-450S TS-450D TS-450V 

電波型式
A3J(LSB, USB), Al(C羽T), A3(A孔1), F3(F乱1),
Fl(FSK) 

メモリーチャンネル数 100 

アンテナインピーダンス
500 

一 アンテナチューナー使用時20～1500（送信のみ）

電源電圧 DC13.8V土15%

般
接地方式 マイナス接地

受信（無信号時） 2A 
イ士 消費電流

送信（最大） 20.5A IOA 5A 

様
使用温度範囲 I0°C～＋50℃ 

周波数安定度（－10℃～十50℃において） ±10×10-6以内

周波数確度（室温において） ±10×10-6以内

寸法［幅×高さ×奥行き］ 270×96×305mm 
）内は突起物を含む (280×107×340mm) 

重量 約7.5kg(AT付き）、約6.3kg(ATなし）

160mバンド 1.9075 ～ 1.9125 MHz 
80mバンド 3.5 ～ 3.575 MHz 
75mバンド 3.791 ～ 3.805 野1Hz
40mバンド 7.0 ～ 7.1 MHz 
30mバンド 10.1 ～ 10.15 MHz 

送信周波数範囲 20mバンド 14.0 ～ 14.35 MHz 
17mバンド 18.068 ～ 18.168 MHz 
15mバンド 21.0 ～ 21.45 MHz 
12mバンド 24.89 ～ 24.99 MHz 
10mバンド 28.0 ～ 29.7 MHz 

送 SSB,CW, MAX lOOW 25W IOW 

FSK,FM MIN 20W.以下 5W.以下 2W以下1.9～ 

信 24.5MHz MAX 40W IOW 4W 
AM  

MIN 20W以下 5W以下 2W以下

部 送信出力
(AUTO/THRU SSB,CW, MAX IOOW 25W IOW 

スイッチは FSK,FM MIN 20W以下 5W以下 2W以下
THRUの位置） 28MHz 

MAX 40W lOW 4W 
AM  

MIN 20W以下 5W以下 2W以下

SSE 平衡変調

変調方式 FM リアクタンス変調

AM  低電力変調

スプリアス発射強度 -50dB以下

搬送波抑圧比（変調周波数1.5kHz) 40dB以上

定格 TS-450 

仕様 モデル TS-450S TS-450D TS-450V 

不要側波帯抑圧比（変調周波数1.5kHz) 40dB以上

送 最大周波数偏移（FM) 士5kHz以下

｛言
送信周波数特性（SSE) 400～2600Hz(-6dB以内）

lOHzステップ時 土1.lkHz
部 XIT可変範囲

20Hzステップ時 ±2.2kHz 

マイクロホンインピーダンス 6000 

受信方式 トリプルコンパージョン方式

受信周波数範囲 500kHz～30MHz 

中間周波数 第1:73.05MHz、第2:8.83MHz、第3:455kHz 

SSB,CW, 
500kHz～1.62MHz 12dBμ(4μV）以下FSK 

(lOdB 1.62MHz～21.5MHz -14dBμ(0.2μ V）以下
(S+ N)/N) 

21.5MHz～30MHz -18dBμ (0.13μ V）以下
感度

500kHz～1.62MHz 30dBμ (32μ V）以下
AM  
(IOdB 1.62MHz～21.5MHz 6dBμ(2μV）以下

(S十N)/N) 21.5MHz～30MHz 2dBμ(l.3μ V）以下

FM 

~ 
(12dB 28MHz～30MHz 12dBμ(0.25μ V）以下
SINAD) 

SSB,CW,FSK -6dB:2.2kHz, -60dB:4.4kHz 

信
選択度（初期設定値） AM -6dB:5kHz, -50dB:18kHz 

FM -6dB:12kHz, 一50dB:25kHz
部
イメージ妨害比 70dB以上（1.8～30MHz)

第1中間周波妨害比 70dB以上（1.8～30MHz)

ノッチフィルター減衰量 20dB以上

lOHzステップ時 ±1.lkHz 
RIT可変範囲

20Hzステップ時 士2.2kHz

SSB,C羽T,
500kHz～1.62MHz 26dBμ(20μ V）以下スケルチ FSK,AM 

感度 1.62MHz～30MHz 6dBμ(2μV）以下

F乱f 28MHz～30MHz -12dBμ(0.25μ V）以下

低周波出力 1.5W(80、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80 

ご注意
1. JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。
2.定格は技術開発に伴い変更することがあります。
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定格 TS・690

仕様 モデル TS-690S TS・690D TS-690V 

電波型式
A3J(LSB, USB), Al(CW), A3(AM), F3(FM), 
Fl(FSK) 

メモリーチャンネル数 100 

アンテナインピーダンス
50Q 

一 アンテナチューナー使用時20～150Q（送信のみ，50MHz帯は除く）

電源電圧 DC13.8V ± 15 % 
骨量
接地方式 マイナス接地

受信（無信号時） 2A 
イ士 消費電流

送信（最大） 20.5A lOA 5A 

様
使用温度範囲 10℃～＋50℃ 

周波数安定度（－10℃～＋50°Cにおいて） ±10×IQ-6以内

周波数確度（室温において） ±10×IQ-6以内

す法［幅×高さ×奥行き］ 270×96×328mm 
）内は突起物を含む (280×107×351mm) 

重量 約8.2kg(ATイ寸），約6.9kg(ATなし）

160mバンド 1.9075 ～ 1.9125 MHz 
80mバンド 3.5 ～ 3.575 MHz 
75mバンド 3.791 ～ 3.805 MHz 
40mバンド 7.0 ～ 7.1 MHz 
30mバンド 10.1 ～ 10.15 MHz 

送信周波数範囲 20mバンド 14.0 ～ 14.35 MHz 
17mバンド 18.068 ～ 18.168 MHz 
15mバンド 21.0 ～ 21.45 MHz 
12mノfンド 24.89 ～ 24.99 MHz 
10mノfンド 28.0 ～ 29.7 MHz 
6mバンド 50.0 ～ 54.0 MHz 

SSB,CW, MAX lOOW 25羽f lOW 

FSK,F乱f MIN 20W以下 5W以下 2W以下1.9～ 

送
24.5MHz 恥1AX 40W lOW 4W 

AM  
MIN 20W以下 5W以下 2W以下

信
送信出力
(AUTO/THRU SSB,CW, MAX lOOW 25W lOW 

スイッチは FSK,F乱f MIN 20W以下 5W以下 2W以下

部
THRUの位置） 28MHz 

MAX 40W lOW 4羽「
AM  

MIN 20W以下 5W以下 2W以下

SSB,CW, MAX 50W 25W lOW 

FSK,FM MIN 
50MHz 

lOW以下 5W以下 2W以下

恥1AX 20W lOW 4羽f
AM  

MIN lOW以下 5W以下 2W以下

SSB 平衡変調

変調方式 F乱f リアクタンス変調

AM  低電力変調

スプリアス発射強度 HF帯： 50dB以下 50MHz帯： 60dB以下

搬送波抑圧比（変調周波数l.5kHz) 40dB以上

6 

仕様 モデル TS-690S TS-690D TS-690V 

不要側波帯抑圧比（変調周波数l.5kHz) 40dB以上

送 最大周波数偏移（FM) ±5kHz以下

信
送信周波数特性（SSB) 400～2600Hz(-6dB以内）

lOHzステップ時 ±1.lkHz 
部 XIT可変範囲

20Hzステップ時 ±2.2kHz 

マイクロホンインピーダンス 6000 

受信方式 トリプルコンパージョン方式

受信周波数範囲 500kHz～30MHz 50MHz～54MHz 

中間周波数 第1:73.05MHz、第2:8.83MHz、第3:455kHz 

SSB,C羽人
500kHz～1.62MHz 12dBμ(4μV）以下FSK 

(lOdB 1.62MHz～21.5MHz -14dBμ(0.2μ V）以下
(S+ N)/N) 

21.5MHz～30MHz -lSdBμ(0.13μ V）以下
感度

50MHz～54MHz -18dBμ(0.13μ V）以下

500kHz～1.62MHz 30dBμ(32μ V）以下
AM  
(lOdB 1.62MHz～21.5MHz 6dBμ(2μV）以下

(S+ N)/N) 21.5MHz～30MHz 2dBμ(l.3μ V）以下

受 50MHz～54MHz 2dBμ(l.3μ V）以下

FM 28MHz～30MHz 12dBμ(0.25μ V）以下

信 (12dB 
SIN AD) 50MHz～54MHz -12dBμ(0.25μ V）以下

音E
SSB,CW,FSK -6dB:2.2kHz以上， -60dB:4.4kHz以下

選択度（初期設定値） AM  -6dB:5kHz以上， -50dB:18kHz以下

FM -6dB:12kHz以上， 50dB:25kHz以下

イメージ妨害比 70dB以上（1.8～30,50～54MHz)

第1中間周波妨害比 70dB以上（1.8～30,50～54MHz)

ノッチフィルター減衰量 20dB以上

lOHzステップ時 ±1.lkHz 
RIT可変範囲

20Hzステップ時 ±2.2kHz 

SSB, CW, 
500kHz～1.62MHz 26dBμ(20μ V）以下スケルチ FSK,A乱f

感度 1.62MHz～30MHz 6dBμ(2μV）以下

FM 28MHz～30MHz -12dBμ(0.25μ V）以下

50MHz～54MHz -12dBμ(0.25μ V）以下

低周波出力 l.5W(8D、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80 

こJ王意
1. JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。
2.定格は技術開発に伴い変更することがあります。



3.設置および接続
3-1. 設置

3-1-1. 固定局

圃スタンド
底面に付いているスタンドを立ててください。

ご注意
絶対にスタンドを持って運ばないで、ください。
運ぶ、ときは、側面にある取っ手を持ってくださ

3・1・2. 車載

車載アングノレMB『430（別売）を利用し、しっかり
と固定して下さい。なお、取り付け方法はMB-430
の取扱説明書を参照してください。

3-2. 接続

3・2・1. 固定局

13.8VのDC（直流）電源が必要です。次のDC安定
化電源をおすすめします。
TS・450DI 450S/ 690D / 690S 

PS-33または
PS-53（ヘビーデューテイ←）

TS-450V /690V : PS-53、PS-33またはPS-23

A. 背面パネル

外部スピー力一
SP-23 

50MHz帯
HF-SOMHz帯ι一一、専用アンテナ

ナ 吋4
トランシーパー

( 

区ヨ

W
V』

〔スタンドの立て方）

こJ主意
1.電源を接続する前に、トランシーパーおよび
DC電源のPOWERスイッチをOFFにしてくだ
さい。
2.すべての接続が完了するまで、 DC電源のプラ
グをACコンゼントに差さないでください。

ACコンセントへ

DC電源
PS 53 

三

7 



(1）アンテナについて
トランシーパーの性能は、使用するアンテナに
より、大きく左右されます。本機の性能を十分に
発揮させるためには、正しく調整された良いアン
テナを使用することが大切です。アンテナは50D
系の同軸ケーブルで接続してください。また、同
事由ケーブルとアンテナのインピーダンスマッチン
グをとり、アンテナ給電部でSWRニ1.5以下でご使
用ください。 SWRが極端に悪い場合、本機の保護
回路が動作し送信出力が低下したり、電波障害の
原因にもなります。

ご注意
火災、感電、人体への傷害、または機器への
損傷に対する保護のために避雷器をご使用くだ
さい。

(2）接地
感電事故などを未然に防ぐためにも、良好な
アースをとってください。アース棒、銅板などを
地中に埋め、太い線でできるかぎり短くセットの
GND端子に接続してください。

ご注意
ガス管、配電用のコンジットパイプ、プラス
チック製水道管などには、絶対に接続しないで
ください。

B. 前面パネル

品一回一

マイクロホン

(1）ヘッドホン
4～16.Qのヘッドホンが使用できます。ステレオ
用ヘッドホンも使用できます。
PHONESジャックにプラグを差すとスピーカーか
ら音声が出なくなります。

8 

(3）外部スビーカー
外部スピーカーを接続する場合、 snのスピー
カーをご使用ください。

(4）電鍵
背面パネルのCWKEY端子に電鍵または、エレ
クトロニツクキーヤーを接続してください。プラ
グは市販のゆ6.0（直径6.0mm）を使用してくださ
しユ。

エレクトロニックキーヤーを使用する場合は、プ
ラグの極性に注意してください。

ョキ今

（イラストはTS-450Sです）

M.CK/VFOCK 附OTCH-0-抽

二＝~＝一一－－：~o 額

一；a盟II~出

(2）マイクロホン
SSB, FM, AMの各モードで交信する場合は、
600.QのマイクロホンをMIC端子に接続してくださ
い。別売のMC43S, MC-60/SS, MC-80, MC-85のご
使用をおすすめします。



3・2・2. 車載

取り付げ位置は、安全性および操作性を考慮し

決めてください。

A. DC電源コードの接続

DC電漉コードをパッテリーの端子に直接接続し

てくだきい。シガーライタープラグの使用は、電

源の供給が不安定になり、性能の保持ができませ

バッテリーの配線は白プラス、 θマイナスの極性に注意して配線してください。
※l 
ヒュース

川レーム＋色→客室内

※｜ 

TS 450S/690S・25A
TS-450D/690D : I OA 

TS-450V /690V . 5 A 

DC電源コ ドが熱や、水減

の影響を受けない場所を選

んで配線し、しっかり回定

してください。

黒色

灰色
※2 

トランンー
パーへ

※2 
TS-45DS/690S : 25A 
TS-450D/V 
TS 690D/V : 20A 

ご注意
1.ショート事故を防止するため、バッテリーの

6端子にあらかじめ接続されている配線は、
接続が完了するまで必ず外し、最後に接続し

てください。
2.取り付け、配線が終わり、誤りがないかを確
認後、バッテリーのθ端子を棲続してくださ

3.ヒューズが切れたときは、各コード類が

ショートなどで損傷していないかを確認して

から、指定容量のヒューズと交換してくださ

4.配線終了後、ヒューズホルダーを耐熱性の

テープなどで巻き、水滴から保護してくださ

5. DC電源コードが長すぎる場合でも、ヒューズ

は必ず使用してください。

8.車載時のアース

草載運用時には、もっぱち短縮型のホイップア

ンテナが使用されています。

ホイップアンテナの場合、アースが重要な役目を

していますので、給電部で確実にシャーシアース

をしてくださ凶。

c.イグニッションノイズ対策について
本機はイグニッションノイズに対し十分配慮、さ

れていますが、車種によっては大きいレベルのノ

イズを発生する場合があります。
とのような場合は、抵抗入りスパークプラグの

ご使用をおすすめします。

甲
1
1
4

グロメットなどをf吏ってDC
電源コードが直接鉄板の切

り口に触れないようにして

く7こさい。

アースをとる。

τ
ι
H
U
U
 

DCコードf付属）

シャーシーアースを
とる。

（外部スピーカーを
用いる場合）
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4.操作
4-1. 各部の名称と機能

4・1・1. 前面パネル

10ページ

1 

10 

11ページ

13ページ

ご注意
ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態で

はありません。

14ページ

む

15ページ

イラストはTS-4505です。

① POWER（電源）スイッチ
電源スイッチです。
② VOX/OFFスイッチ
vox運用する場合（SSB,FM, AM運用時）および
ブレークイン運用する場合（CW運用時）のスイッ
チです。（＿..＿）でvox機能が動作します。
③ ATT/OFFスイッチ
ON（鳳）で受信信号を約20d8（約 1/10）減衰させま
す。
④ SEND/RECスイッチ
SEND（皿）で送信状態、 REC（且）で受信状態にな
ります。
⑤ AUTO/TH RUスイッチ
AUTO（且）にすると、送信電波はアンテナ
チューナーをとおります。
THRU（且）にすると、送信電波はアンテナ
チューナーはとおりません。
1.9MHz帯およびTS-690で50MHz帯運用のときは
AUTO（且）にしても送信電波はアンテナチューナ
ーはとおりません。

⑥ PHONESジャック
ヘッドホン用の出力端子です。

⑦ MIC（マイクロホン）端子
別売のマイクロホンを接続してください。

①7イクロホン

〔2〕PTT（スタンパイ）
スイッチ

③DOWN 

⑧アース（GND)

⑨UP 

⑦アース
（マイクロホン用）

⑥NC 

⑤8V（最大IOmA)

（参考）マイクロホン端子の接続図（前面パネルから見た図）



13, γ 義、＇i'~. 
⑧フィルター表示
選択されているフィルターを表示します。

⑨メーター
受信時は信号強度（Sメーター）、送信時は送信出

力（パワーメーター）そ表示します。
またRXM, TX Mキーを押すことによりdB値（AF
レベル）、 SWRf自，ALC値を表示します。
Sメーターはピークホールド表示に変更すること

もできます。
（ケ4-11-15.電源投入時の機能設定）

ご注意
無信号時に8メーターがl～2日盛り瓦灯する
場合がありますが故障ではありません。

⑩ M.CH（メモリーチャンネル）表示
メモリーチャンネノレ動作時に点灯しま

M.SCR（メモリースクロール）表示
M.INキーを押したとき点灯します。
PRG（プログラム）表示
区間指定メモリーチャンネ Yレ（P54参照）動作

時、またはプログラムスキャン動作時に点灯

します。

SCAN（スキャン）表示
スキャン動作時に点灯します。

FINE（ファイン）表示
FINEti員吉信カS-QNのとき点灯します。

F.LOCK表示
F.LOCKキ←がONのとき点灯します。

AIP表示
AIPスイッチがONのとき点灯します。

NOTCH（ノッチ）表示
NOTCH動作がONのとき点灯しますo

NBl 2表示
選択されているノイズプランカー動作の状警

を表示します。

SPLIT（スプリット）表示
スプリット動作時に点灯します。

T表示
TONE（トーン）がONのとき点灯しますO

R x・0 0 .......ー
A B M 表示
TX D • D －・

送受信時に動作するVFOまたはメモリーの状

態を表示します。

⑭周波数表示
VFOまたはメモリーチャンネlレの周波数を表示

します。
lOHzの桁を消すこともできます。
(er4・11・15.電漉投入時の機能設定）

⑫メモリーチャンネル番号
メモリーチャンネノレ番号を表示します。

⑮・表示
メモリーチャンネノレロックアウトカヨ指定されて

いるときに表示します。

⑭ LSB表示
LSBモードが選択されているとき点灯します。

USB表示
USBモードが選択されているとき点汀します。

CW表示
cwモードが選択されているとき点灯します。
R表示
cwまたはFSKモ←ド時REV（リパース）が選択
されているとき点灯します。

FSK表示
FSKモードが選択されているとき点灯します。

FM表示
FMことードが選択されているとさ点灯します。

AM表示
AMモードが選択されているとき点灯します。

PR?C表示
スピーチプロセッサーがONのとき点灯しま

す。
FAST表示
AGCの時定数がブアーストのとき点灯します。

FM時は点灯しませ人。
SLOW表示
AGCの時空数がλローのとき点灯します。 FM

時は点灯しません。

RIT（リット）表示
RITスイッチがONのとき点灯します。

XIT表示
XITスイッチがONのとき点灯します。

1MHz表示
1MHzキーがONのとき点灯します。
⑮ ONAIRインジケーター
送信一時に点灯します。

⑮ AT TUNEインジケーター
アンテサチューナーの動作を表示します。アン
テナチューナーがチューニング中またはプリ

セット中に点灯します。

⑮ RIT/XIT可変幅表示
送受信周波数の可変幅をlOOHzの桁まで喪示し
ます。マイナス側にセットしたときは、 の表

示をします。
スキャン動作時は、スキャンスピードを表示し

ます。

ごP注意
十デVスプレイ表示用の蛍光ランプは、周囲温度が一IOTになると常
温時（＇－ 25°C）の光量め約1/5必偽下しま十。これは蛍光ランプ心温

度特院によるもので、異常ではありません。

また、長＇，，間使 Fりしなかった後で電源を入れると、表示が点灯ずる
までにしばらく時間がかかるととがあります。
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⑬~ 

⑬テンキ－
ENTキーを押したときはテンキーとなり、周波
数のダイレクトインに使用します。
メモリースクロー／レ状態のときは、メモリー
チャンネルを直接選択できます。

このキ←はテンキーとしての機能のほかに下記
の機能があります。

8.83キ－
8.83MHzのフィノレターを選択するキーです0
455キー
455kHzのフィノレターを選択するキーです。
RX Mキー
受信時にこのキーを押すとdB表示がON/OFFし
ます。
dB目盛りはAFレベルを表示しますが、 AFボ
リュームとは連動しません。
AT TUNEキ－
AUTO/THRUスイッチがAUTO（ー）のときこの
キーを押すとオートアンテナチューナーの動作
を開始します。
TON Eキー
レピータ←用のトーンをONにするときに押しま
す。（56ページ参照）
TX Mキー
送信時のメーター指示を次のように切り換える
ことができます。

ALC ... SWR 

+ 無表示十一」

ムFキー
受信周波数を基準とし、送信周波数のオフセッ
ト量を表示できます。（39ページ参照）
FINEキ－

12 

SSB,CW,FSKモードのとき、向調つまみの一回転
をlkHz(lHzステップ）にして同調をしやすくしま
す。
もう一度押すと、 もとの状態に戻ります。

REVキ一
cwモード時のBFOは初期状態でUSB側を使用し
ています。このキーをONにするとLSB但日のBFO
で受信することができます。

FSKモード時のBFOは初期状態でLSB側を使用
しています。このキーをONにするとUSB恨リの
BFOで受信することができます。

ONのときは、送信時も逆シフトになります。

⑩ CLR（クリアー）キー
メモリー入力のやり直し、
テンキーによる周波数入力のやり直し、
メモリーチャンネルの消去、
スキャンの解除、
メモリーチャンネルロックアウトの指定、
電源投入時の機能設定の解除、
機能の解除、
などをするときに押します。
⑩ ENT（エンター）キー
このキーを押すと、テンキーを使用して周波数
をダイレクトインするととができます。

⑧ M.INキー
メモリーしたり、メモリーチャンネルをスク
ロール（メモリー内容をチェック）するときに押し
ます。
押すたびに自動的に1チャンネルずつメモリー
チャンネルをアップすることもできます。
(0'4-11-15.電源投入時の機能設定）
⑫ M砂VFOキー
メモリーチャンネルの周波数をVFOにシフト（転
送）するときに押します。
⑧ SCANキー
スキャンを開始させるキーです。



・MODE（モード）キー
モードを選択するキーです。
MODEキーを押すと、そのモードの最初の一
文字をモールス符号でスピーカーから出力し
ます。（30ページ参照）

⑫ LSB/USBキー
一回押すたびにLSB+---+USBと変わります。

⑧ CW/FSKキー
一回押すたびにCW+---+FSKと変わります。

⑧ FM/AMキー
一回押すたびにFM-AMと変わります。

⑫ F.LOCKキー
表示周波数およびモードなどをロックする
キーです。ロック時でも TF・SET,FILTER, 
METER, VOICEキ一、 AIP,RIT, XITキーおよ
びRIT/XITつまみは動作します。

⑧ VOICE（ボイス）キー
音声合成ユニットvs・2（別売）を取り付け、こ
のキーを押すと、受信周波数（TF・SET動作時
は送信周波数）を音声で知らせます。また、電
源投入時の機能設定状態のときは、メニュー
番号とその内容も音声で知らせます。
⑧同調つまみ
送受信周波数を選択するつまみです。
回転トルクの調整
同調つまみのキ艮もとにあるリングを片手で固
定し、もう一方の手で同調つまみを回してく
ださい。右（時計方向）に回すと回転トルクが大
きくなります。

／ 

・ファンクションキー
⑩ TF-SETキー
SPLIT（たすきがけ）動作時に押すと、送信周波
数を受信することができます。

⑧ A/8キ－
VFO AとVFOBを切り換えるキーです。

⑨ M/Vキー
VFOとメモリーを切り換えるキーです。
⑧ SPLITキー
たすきがけ動作をしたいときに押します。

⑩ RITキー
RIT（リット）動作をON/OFFするキーです。

⑮ A=Bキー
VFO AとVFOBの周波数、モードおよびフィ
Jレターを一致させるキーです。

⑧ XITキ－
XIT動作をON/OFFするキーです。
⑨ 1MHzキー
UP/DOWNスイッチをアマチュアバンドの
アップダウンから、 1MHzステップのアップダ
ウンに切り換えるキーです。

⑮ UP/DOWNスイッチ
アマチュアバンドを切り換えるスイッチで
す。 UPスイッチを押すと高い周波数へ、
DOWNスイッチを押すと低い周波数へ切り換
わります。
1MHzキーがONのときは、アマチュアバンド
と関係なく、 1MHzステップで切り換わりま
す。
周波数ステップは1MHzのほか、 500kHzにも
変更することができます。
(CF4・11・15.電源投入時の機能設定）
電源投入時の機能設定がONのときは、設定内
容を変更するスイッチとなります。
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鋪

M. CH/VFO CH 

:41ト十山口

i~~口巨田~亡EROc:::H:ITコ

ト PROC口000む
⑩ AIPキ－
AIPは、 AdvancedIntercept Pointの略です。
聞きやすい状態でお使いください。 AIP機能を
ONにすると隣接する強い信号による妨害に効
果があります。
初期設定は、 9.5MHz未満になると自動的に
ONになります。

ご注意
ONの状態でlOOkHz～21.5MHz聞では約
lOdB、21.5MHz以上では約15dBグインが下
がります。

⑩ NOTCH（ノッチフィルター）キー
ONにするとノッチフィルターが動作します。

1ご注意
FMモードでは動作しません。

⑩ AGC切り換えキー
押すたびにSLOWとFASTが切り換わります。
FAST : CW,FSKおよびデータ遇信を受信す

る場合や、同調つまみを速く回して
選局する場合。

SLOW : SSB,AMモードを受信する場合。

｜ご注意
FMモードでは、 AGCキーは動作しません。

⑮ NBCノイズプランカー）1/ 2キー
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おすたびにNBI→NB2→OFFとなります。
NBl：自動車のイグニツションノイズのよう
なパルス性ノイズの多いとき、 ONにし
てください。

NB2：ウッドベッカー（レーダーパノレスによる
ノイズの通称）があるとき、 ONにしてく
Tささい。

ご注意
1.信号のブランキング時聞が長くなるため、プ
ランキング音が出ますが、異常ではありませ
ん。
2.ウッドペツカーノイズ、の状態により効果が少
ない場合があります。

⑩ PROCキ－
SSB、FM、AM時、このスイッチをONにするとス
ピーチプロセッサーが動作します。

⑩ M.CH/VFO CHつまみ
メモリーチャンネノレ動作時は、メモリーチャ
ンネノレの選択ができます。
VFO動作時は、周波数表示に表示されている
周波数を変えるととができます。
VFO動作時のステップ周波数を変更すること
ができます。

(0"4-11・15‘電源投入時の機能設定）
電源投入時の機能設定時は、メニュー番号を
選択することができます。

⑥ NOTCH（ノッチフィルター）つまみ
受信している帯域内に、 cwのような単信号の
混信がある場合、 NOTCHスイッチをONにし
て、 NOTCHつまみでビート混信が最小となる
ように調整してください。

⑩ SQLCスケルチ）つまみ
無信号時の雑音を消したい場合、このつまみ
を時計方向にゆっくり回し、雑音が無くなる
よう（臨界点）にセットしてくださしユ。このよう
にSQLつまみを調整しますと、相手局の信号
が入ってきたときのみ音が聞こえます。臨界
点の位置はモードにより異なります。

⑫ RIT/XITつまみ
RITスイッチがONのとき、送信周波数を変え
ずに、受信周波数を変えることができます。
XITスイッチがONのとき、受信周波数を変え
ずに、送信周波数を変えることができます。
スキャン中はスキャンスピードを変えるつま
みになります。

⑩ IF SHIFTつまみ
混信を取り除いたり、受信音質の調整ができ
ます。

｜ご注意
I M,AMモードでは動作しません。
⑩ AF（オーディオゲイン）つまみ
音量を調整するつまみです。適当な音量でお
使いください。

ご注意
ビープ音およびサイドトーンの音量は、 AF
つまみの位置に関係ありません。

⑩ RF(RFゲイン）つまみ
通常、このつまみは時計方向に回し切った状

態で使用します。
時計方向に回し切りで、受信の利得は最大に
なります。反時計方向に回すと、受信の利得
が下がり、強力な近接局の妨害や雑音を侶減
させることができます。
反時計方向に回すほどSメーターが振れ、同時
に感度も低下しますので、使用の目安として
はSメーターの振れと同じか、やや少なめにな
るように調整します。
この場合でも、 Sメーターの指示は正しい値を
示します。

ご注意
FMモード時は、時計方向に回し切った状態
で使用してください。



⑥ DELAYつまみ
ブレークイン動作時（VOX）に、送信から受信にも

どる時間を調整するつまみです。

⑧ CARつまみ
CW, FM, AM, FSK運用時のキャリアレベノレを

調整するつまみです。

⑬ PWR（送信出力）つまみ
すべてのモードのパワーコントロールを行い

ます。時計方向田し切りで最大出力となりま

す。

⑭ MIC（マイクゲイン）つまみ
SSB, AMモードのマイクゲイン調整に使用し

ます。 SSBでは送信時にALCメーターの振れ

がALCゾーンを超えないように調整します。

ケース上面（TS-690のみ）

.@_ 

③ ＠ 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

⑮アンテナ切り換えスイッチ
50MHz帯のア〉テナを切り換えるスイッチで

す。・50MHz帯はスイッチが切り換えである側に
接続します。

ケース左側面
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⑮ VOX(VOXゲイン調整ボリューム）
voxアンプの利得を調整するつまみです。
付属の調整用つまみ、または＠ドライパーで

調整します。

⑨ ANTI（アンチvox調整ボリューム）
vox動作中にスヴーカーより出た音でVOX回
路が動作しないように調整します。（なお、

ヘッドホン接続時は、 ANTIVOXは動作しま

せん）

付属の調整用つまみ、またはθドライペ←で
調整します。

⑬ ACC-1コネクター
デジタノレシグナ／レプロセッサーDSP・100（別

売）、またはパソコンインターフェイス IF-

232C（別売）を接続する端子です。
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4・1・2. 背面パネル
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①アンテナコネクター
M型コネクターを使用して500のアンテナを接
続します。
TS・690の場合このコネクタ←には、 HFから
50MHzまでのアンテナが接続できます。
②アンテナコネクター
(TS-690のみ）
M型コネクターを使用して500のアンテナを接
続します。

TS・690の場合このコネクターには、 50MHz帯
専用のアンテナを接続します。
③ GND（グランド）端子
シャーシを接地する端子です。

アース棒、銅板などを地中に埋め、太い線で
できるかぎり短く接続してください。
④ ACC3コネクター
外付けのアンテナチューナー（AT-300）用のコ
ントロールケーブノレを接続します。
⑤ DC端子
DC電源入力端子です。
⑥ DSP 3コネクター
デジタノレシグナルプロセッサーDSP-100
（別売）を接続する端子です。
⑦ DSP 2端子
デジタ／レシグナノレプロセッサーDSP司100
（別売）を接続する端子です。

⑧ DS: 1端子
デジタJレシグナルプロセッサ－DSP-100
（別売）を接続する端子です。
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イラストはTS-690Sです。

⑨ REMOTE（リモー卜）コネクター
リニアアンプまたは外部機器などを動作させ
る外部コントロール端子です。
(CI4-18.リニアアンプを接続したとき）
このコネクターは下記のように内部で接続さ
れています。

（このリレ を動作させるには恥ージの）
メ二ユ－NO.16でONを選択します。 ／ 

コントロー
ルリレー R 

外部ALC入力

スタンバイ端子

診十（この端子をアースすると
送信になります。）

外部コントロール
みGND （送信時約十IZVDCが

出ます。最大IOmA)

セットの後方より見た国

畠4込＝ニ~ニ使用くた♂い

毒） i:;:J加
言語ー｝ラr==ー｝：む：

2 

⑩ EXT SP（外部スピー力一）ジヤツク
外部スピーカーの接続用ジャックです。



⑩ EXT SP（外部スピーカー）端子
外部スピーカーの接続用端子です。

⑪ CW KEY端子
電鍵、マニュピレーター（キー）を接続する端子

です。置径6.0mmのプラグを使用してくださ

⑫ ACC2コネクター
データ通信用の入出力端子です。

A002背面パネルから見た図

ACC2用接続プラグ（別売）（部品番号：E07-1351-05) 

をご希望の方は、最寄りのサーピスセンターまた

は営業所にお問い合わせください。

；
 
；
 
；
 
；
 
i
 

・
引
制
Mi
 

刷、

uv

“
一－2

一プラグ（別売）

・クーリングファン
DおよびSタイプにはクーリングファンが内蔵され

ています。
このクーリングファンは送信すると動作するよう

に設計されています。

HF帯運用のときはHF回路側、？OMHz帯運用のと

きは50MHz回路側のクーリングファンが動作しま

す。
また、連続送信で放熱器の温度が上昇するとクー

リングファンの回転が早くなり、ファンの風切り

音も高くなります。

このときは、受信にしても放熱器の温度が規定値

に下がるまでクーリングファンは回っています。

ACC2端子接続表

事言 端子名 用途

1 NC 無配線

2 RTK RTTY用の端子です。

3 オーディオ 受信出力がAFつまみに関係

出力 なく一定レベルで出力され

ます。出力電圧：大入力受

信時において4.7k0終端で

300mV以上

4 GND アース（オーディオ出力の

シールド線のGNDを接続し

ます）

5 PSQ パケット通信用TNCのスケ

ノレチコントロール端子で

す。この端子を接続します

と、スケノレチが開いている

問、パケットの送信はでき

ません。

6 NC 無配線

7 NC 無配線

8 GND アース

9 PKS ターミナル専用のスタンパ

イ端子です。この端子から

スタンノてイすると、マイク

ロホン入力は自動的にオフ

になり、送信になります。

10 NC 無配線

11 PKD ターミナノレからの入カ信号端

子です。 20mV(lkHz以上）の

信号で動作します。

12 GND アース（オーディオ入力の

シーノレド線のGNDを接続し

ます）

13 ss 通常のスタンパイ端子で
す。アースしますと、送信

になります。
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4・2. 初期設定

ご｝主意
SEND/RECスイッチをON（－－－）のまま
POWERをON（－－－）すると、送信も受信
もできません。

ご使用になる前に、次の準備が必要です。

回一圏の状態になっているか上図を参考にして確
認してください。

18 

団 POWERスイッチはOFF（且）になっていますか？

国アンテナはつないでありますか？

TS-690の場合アンテナ切り換えスイッチは正
しくセットされていますか？

ご注意
アンテナを接続しないで送信しないでくだ

さい。

51両つまみ共中央（ 0の位置）

M. C河川FO CH ,OTCH-@-SOL 

RFつまみ：

時計方向に回し切る。

各つまみ共反時計方向に

回し切る。

（イラストはTS-450Sです）

圏アースはつないでありますか？

[4] DC電源コードはつないでありますか？

圏正面パネルのスイッチ、つまみは指示通りに

なっていますか？



・送受信時に使える便利な機能
送受信時に使える便利な機能

受信時に使える便利な機能

区E

送信時に使える便利な機能

voxスイッチ園園田園
ON ( 且）にすると，マイクロホンに向

かつて話したときのみ自動的に送信

状態になります。

cwのときはキーを押したときのみ自
動的に送信状態になります。

NOTCH（ノッチ）つまみ園園回国
ピーと連続して聞こえるビート妨害を減衰

させることができます。

NOTCHキーを押し、 NOTCH表示が点灯

したのを確認した後このつまみを回して

ビートが最小になるようにします。

区田M. CH/VFOCHつまみ
周波数をlOkHzステップで変更できます。

周波数ステップはlkHz,2kHz,5kHzステップに

変更できます。

41ページ参照
M.CH/VFOCHつまみ
周波数をlOkHzステップで変更できます。

周波数ステップはlkHz,2kHz,5kHzステップに

変更できます。

41ページ参照
SQL（スケルチ）つまみ [filJ 
信号がないときに聞こえる雑音を消す

ことができます。

回し過ぎると弱い信号では音が聞こえ

なくなります。

ATTスイッチ 匹目
受信入力を20dB(l/10）減衰させるととが

できます。

受信周波数に近接した強力な電波による

妨害を低減できます。

XITつまみ 区回
受信周波数を変えずに、送信

周波数のみを変化させること

ができます。

PWRつまみ 区巴
送信出力を可変で、きます。

時計方向に回しきった位置が

最大出力になります。
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TX Mキ－ [fil] 
ALCとSWR値表示の切り換

えができます。
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IF SHIFTつまみ 匿国匡回~
受信帯域及び受信周波数を変えずに見かけ上

IFフィルターの通過帯域を変化させます。。隣接した局の妨害を低減できます。。受信音質をハイカットまたはローカット
にすることができます。

RITつまみ ~ 
送信周波数を変えずに、

受信周波数のみを変化さ

せることができます。

RITキ－ [fil] 
RITを動作させたいときに押します。

DELAYつまみ図圃回固
vox運用時、送信から受信に戻る時間
を可変できます。

お好みのタイミングになるように調整

します。

PROC（スピーチプロセッサー）キー 園田圃

送信時の平均電力を上げたいときに使用します。

スピーチプロセッサー使用時も ALCの範囲を超えな

いようにMICつまみで調整します。

匡巴

ENTキ－ [fil] 
このキーを押すと、テンキーを使って呂

的の周波数を直接選択する乙とができま

す。

AUTO/TH RUスイッチ

AT TUNEキー
オートアンテナチューナー内蔵時、アン

テナとのマッチングをとるときに押しま

す。

AIPキー 区E
ONにすると強い信号による妨害に効果があります。

NOTCHキー匿ID＠田区回~
NOTCHを動作させたいときに押します。

AGCキー 匿ID[Qy]匡回
AGCの時定数を切り換えたいときに押します。
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機能名の横にある表示はそのつまみや

キーが動作するモードです。

ALLはすべてのモードでそのつまみや

キーが動作します。

NB 1/2キー 匡ID＠田区0~
とのキーを押すごとに NB1→NB 2→OFF→NB 1... ...と切り換

わります。

NB1: パルス性ノイズ（車のイグニッションノイズ等）の低減

に効果があります。

幅の広いパルス性ノイズ（ウッドペツカーノイズ等）の

低減に効果があります。

NB2: 
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ss Bの運用

周波数はキャリアポイントを表示しています。

送信

｜周波数はキャリアポイン卜を表示しています。

SSBの運用

一一一一回
日
受

一一鶴一〈委＂‘－ 
. ". ,u，， η C. f1門

I -,. I Iコ.LI LI '"' 
U5B SLO"' 

.，~：：~·婦や
＇＂口 、事費れ
，，：口直田口田o:n::Jc::m:I::J

PROC口0000

NOTCH－。－SOL... 。": "" ’u，可 c，可，可”-” ~I.LI I_I '"' 
e SC凹

6 

4 

国 DC電源のPOWERスイッチをON、 マイクロホンをつなぎます。団つづいてトランシーパーのPOWERスイッヂをONにします。

つづいてトランシーパーのPOWERスイッチをONにします。

~ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

直送信したい周波数を設定します。
本機は、 9.5MHzを境にしてLSBとUSBを自動的に切り換える機能があります。

直モードを合わせます。

[QJ TX MキーでALCメーターを表示させますo

[l] PWRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圃マイクロホンのPTTスイッチを押すか、 REC/SENDスイッチをSENDにします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめください。

直 DC電源のPOWERスイッチをON、ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圏 UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzステップで周波数を変えられますo

Eモードを合わせます。
本機は、 9.5MHzを境にしてLSBとUSBを自動的に切り換える機能があります。

圃 AFつまみを回して音量を調整します。

[2] 

向調つまみそゆっくり回しで目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。置

メータは音声によって変化しま

すので、ピークでALCの範囲を

越えないようにMICつまみを調
整します。

また、PWRつまみを回すとALC

の振れが変わりますので、 MIC

つまみを再度調整してくださ

閣マイクロホンに向かつて話します。
このとき、 ALCメーターの振れがALCの範聞を超えないようにMICつまみで調整します。

ご注意
あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離
が近すぎると、明りょう度が低下したり、側波帯が広
がる場合があります。マイクロホンと口もとの間隔は
約5cm位が適当です。

--r--T一γー「「一－.－－－.－－－，
1 J 5 7 9 20 ・0・回目
・・・・11111111111111ー・・口口口口口口口日目。 L・z! a・＂・・ tSO ll' PWR• I I I I I 

．開園園田園’ ALC －ーー明開閉
田町田町田田町田園出田町由。
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cwの運用cwの運用4-4. 

受信

周波数はキャリアポイン卜を表示しています。

送信
｜周波数はキャリアポイントを表示しています。

NOτCHー＠－SOL
.』 E

む". n-l句r.: 7 s.o U山〈三
；目敏

阿目白金000

回 ~ 

/ lイ.: 7 s.q 3山 ". n・附白肺

ぺJ

回エレクトロニツクキーヤーまたは電鍵を背面ノfネ／レのCWKEY端
子に接続します。

つづいてトランシーパーの回 DC電源のPOWERスイッチそON、
POWERスイッチをONにします。

つづいてトランシーパーの

ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

[2] DC電源のPOWERスイッチをON、
POWERスイッチをONにします。

~ 

ディスプレイパネルに周波数などが表示きれます。

圏 UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzス
テップで周波数が変えられます。

圃モードをcwにします。

固 AFつまみを回して音量を調整します。

[2] 

外部エレク卜口ニックキーヤーまた

は電鍵を使用するときは、次のよう

に接続します。

+1v 

ゴ午~·~電流約lmA

アース未使用＋，『U

竺~ 「接点電流約lmA

－－ー I I 
アース ＋ 

~同調つまみをゆっくり屈して目的の信号が明りように聞こえるよ
うに合わせます。

cwリバース
cwの受信時にREV（テンキーの9）を押すと、
に切り換わります。
この機能を使うことにより次の効果が得られます。

圃送信したい周波数を設定しますo

Eモードをcwにします。
置 TX.MキーでALCメーターを表示させます。

[1] PWRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圏 VOX/OFFスイッチをVOX(且）にします。

圃キーを押します。
とのとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめくださしユ。

[Q]ALCメーターの振れがALCの範囲を超えないようにCARつまみで
調整します。BFO周波数はUSBからLSB

ー.，........一γ』「ー-r---「ーーー寸
1 3 5 7 9 20 40・Ode
E・E・－ー・Ill・I・・ー・・・・・・口口ODO白目0口0 t・u K・10・150 w PWR• I 1 1 

-ALC－『ーー・・・．・．
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キ←を離すと、自動的に受信状態に戻ります。

1.ビートの周波数によって、混信を低減できます。
2.同調つまみを時計方向に回したとき（受信周波数は高くなる）、
ビートは低音から高音へと変化し、使用感が良くなります。

受信周波数が相手局の送信周波数と同じ（ゼ、ロイン状態）であれば、
リパースでBFO周波数を切り換えても受信音および送信周波数は
変化しません。



4・5. FMの運用

受信

｜周波数はセンター周波数を表示してL明。

[§] 

M CHノVFD CH 

一－! J 5 7 • ,o ・..関S ". c.- 〈室
陶：：：~·備や
＂＇口 、事費F
，；：口 [JfilfilCTiiiコ亡亜コDill::コ

PRCIC口0000

4 

回 DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシーパーのPOWERスイッチをONにします。

圏ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圏 UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。通常、 FMの運用は29MHz以上です。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzステップで周波数が変えられます。

＠］モードをFMにします。

圃 8.83MHzのフィノレター表示はTHRUが点灯していることを確認します。

亙 455kHzのフィルター表示は12kが点灯していることを確認します。

固 AFつまみを回して音量を調整します。

[al無信号時、 FM特有の“ザー”というノイズがでますので、 SQLつまみを回してノイズが消える位置にします。

置同調つまみをゆっくり回して目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。

FMの運用について

HF帯のアマチュアバンドは帯域幅が狭いため、 1局
でも多くのアマチュア局が交信できるようにナロー
で運用することをおすすめします。

ナローにするには、

テンキーの2(455）を押して、フィノレター表示の6kを
選択します。
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送信

｜周波数はセンター周波数を表示しています。

@] 

M CHノVFO CH NOTCH一室ト SOL

〈雲母コロ「「 n,-, ,-, 
-::, . .J .J u.’J’J ,,, ". ,,_ 

。；：i鐙母

回マイクロホンをつなぎます。

園 DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシーパーのPOWERスイッチをONにします。

圏デ、ィスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圃送信したい周波数を設定します。通常、 FMの運用は29MHz以上ですo

EモードをFMにします。

[6J TX.MキーでALCメーターを表示させます。

固 PWRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圏マイクロホンのPTTスイッチを押すか、 REC/SENDスイッチをSEND（皐）にします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめください。

圃 ζのとき、 ALCメーターの振れがALCの範囲を超えないようにCARつまみで調整します。

－，一「-.---T一、－－.一一γ一－，
1 J 5 7 9 20 40 60d8 

111111・E・Ill・E・－o L・u i.・10.0 150 'II' 
PWR 

ーーーーーー－ ALC －ーーーーーーー．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（イラス卜は5タイプです。）

圃マイクロホンに向かつて話します。

ご注意
あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離
が近すぎると、明りょう度が低下したり、側波帯が広
がる場合があります。マイクロホンと口もとの間隔は
約5cm位が適当です。

FMの運用



4・6. AMの運用

受信

l周波数はセンター周波数を表示しています。

I '-I. I 7 5. 0 U山

4 

"l r認ー

M CH〆VFOCH 

0 
NOTCHー骨－SOL

・．・

即日縮、
＇＂目、軍 r
，：：口 DilliLJCllコ亡EコDill:コ

m但00むむ

国 DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシーパーのPOWERスイッチをONにします。

園ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

圏 UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHzステップで周波数が変えられます。

圃モードをAMにします。

圏 8.83MHzのフィルター表示は6kが点灯していることを確認しますo

[§] 455kHzのフィノレター表示は6kが点灯していることを確認します。

固 AFつまみを回して音量を調整します。

圃同調つまみをゆっくり回して目的の信号が明りように聞こえるように合わせます。

AMの運用

送信

｜周波数はセンター周波数を表示しています。

E記

M CH〆VFOCH NOTCHー0-SOL

"l ,,. 

I '-1. I 7 5. 0 0 '"' む欝

回

回マイクロホンをつなぎます。

園 DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトラン
シーパーのPOWERスイッチをONにします。

固ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

[11送信したい周波数を設定します。

~モードをAMにします。

圏 PWRつまみを時計方向いっぱいに回します。

固マイクロホンのPTTスイッチを押すか、 REC/SENDス
イッチをSEND（ー）にします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ
ください。

園 CARつまみを回してPOWERメーターの振れを図1の
ようにセットします。

圏マイクロホンに向かつて話します。

このとき、 POWERメーターの振れが図2の値を超えな
いようにMICつまみで調整します。

ご注意

MICつまみを時計方向に回しすぎると、明りょう
度が低下します。

' ＇固

団

S、Dタイプ ｜ Vタイプ
送信出力（S):40W( 1.8-2附 -tz) ｜送信出力： 4W（全バンド）

20W(50MHz) 

送信出力（D):IOW（全バンド）

s: I .8-28MHz 

「：5刷出は）TS-690S I 
のみ I 

J』帆

D1イプ（全バンド） 図l

S、Dタイプ Vタイプ

最大出力（S). 60W( I .8-28MHz) ｜最大出力： 6W（全バンド）
30W(50MHz) 

(50MHztHS-690Sのみ）

最大出力（D):ISW（全バンド）

s: I .8-28MH副

Dタイプ（全ノTンド）

図2
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4・7岡 FSKの運用

受信

｜周波数はマーク周波数を表示しています。

一－! J 号 1 • 20 •o B凶困 " -,.! 

M CHノVFO CH NOTCH －－－＠』SOL
4 I 6 。

.，~：：~·倒、
A回目 、事ザ

ロロ
I I I I可r，・3，可
，可.I 1コ.L，’，＿， '"' 

町－

E
附
引
い

OM ，：：口 c::lITTIYJCTIRコCERDDJJ::LJ

開田口。む00

[ill 団 圃

イラストはTS450Sです。

RTTY装置

！｜議韓議盤情

圃

I~ ;:~ ijl 
＝コ＝コ

DJ RTTY装置を背面ノfネルのACC2端子に接続しますo

[2] DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトラン
シーノてーのPOWERスイッチをONにします。

圏ディスプレイパネルに周波数などが表示されますo

@l UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、
1MHzステップで周波数が変えられます。

EモードをFSKにします。

固 AFつまみを回して音量を調整します。

回同調つまみをゆっくり回して目的の信号が正しく復調
されるように合わせます。

ACC2コネクター接続図

RTTYターミナル
スタンノτィ

RTTYターミナル
GND 

RTTYターミナル

AF入力

RTTY端子

FSKの受信トーンは2125Hz(HIGH）に
設定してあります。 1275Hzに変更す
ることもできます。
(0"4-11-15.電源投入時の機能設定）
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送信

FS Kの運用

［周波数はマーク周波数を表示しています。

ロ己

[ill 

イラス卜はTS450Sです。

NOTCH一軍ト SOL. ' . 
"! ,.. 

圃

l[I ;:~ ii I罷韓議撃員権

回 RTTY装置を背面ノfネルのACC2端子に接続します。

[2] DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシー
パーのPOWERスイッチをONにします。

~デ、イスプレイパネノレに周波数などが表示されますo

E送信したい周波数を設定します。

~モードをFSKにします。

圃 TXMキーでALCメーターを表示させます。

[1] PWRつまみを時計方向いっぱいに回します。

圃 SEND/RECスイッチをSENDにします。または、 FSK
ターミナルからスタンパイ操作をします。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ

ください。

圃 ALCメーターの振れがALCの範囲を超えないように
CARつまみで調整します。

阻 FSKのターミナルユニットを操作して、 FSK信号を送
出します。

REC/SENDスイッチをRECにするか、 FSKターミナル
からスタンパイ操作をして受信状態に戻します。

＝コ

RTTY装置

FSKのシフト幅は170Hzに設定しであ
ります。 170Hzの他に、 200, 425, 
850Hzに変更することができます。
(0"4-11-15.電源投入時の機能設定）

』｝王意

TS 450または690とターミナルユニッ
トをI台の定電圧電源で動作させる
と、ターミナル入出力配線の引き回し
により高周波の回り込みを起こすこと
があります。別々の電源をご使用くだ
さしユ。



3
1
叩
川

い I ! 送信部 「「 I 

y鐸盟砦警記述」 I 1*iil 

ATTY装置

可聴周波のATTY信号

FSK運用

~ ;:~ ~ 

EXT SP端子またはACC2コネクター③ピン

(REMOTEコネクター①ピンにも出力さl

れています。 ／ 

SS（ス？ン；｛イスイッチ）

送受信の切り換え

2125Hz 

1
 

1
 

1
1
 

「

2295Hz (2125Hz) 

SSB Filter 

f一一一－
I 
I CW Filter 
I 
I 

14. 20000MHz 

MARK 

I 4. 19983MHz 

SPACE 
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RX CARRIER ロHF」R

、J
U
V
 

白
川
－

L

Ia－
－
E
A
H
H
U
 

円
U

什
げ

V
A
 

ロH

i主：表示周波数 I4. 20000MHz FSKモード周波数関係

本機の送受信の周波数関係を右図に
示します。
0本機のFSKモードの表示周波数
は、マーク周波数を表示していま
す。
0標準状態でBFOは、 LSB側を使用
しています。 REVキーを押すと、
BFOはUSB側になります。
相手局が逆シフトの場合に、 REV
キーを使用して受信側で極性を合
わせることができます。ただし、
自局の送信もキーオープン時、
マーク信号の逆シフトとなりま
す。
0標準状態では、シフト幅を変更し
てもマーク表示周波数となりま
す。
0RTTY端子の極性は、キーショート
時にはマーク周波数が送出され、
キーオープン時はスペース周波数
（送信中の表示周波数はマーク周波
数です）が送出されます。
RTTY装置を接続しないでFSKモー
ドで送信すると、スペース周波数
が送信されます。
電源投入時の機能設定により、
キーオープン時にマーク周波数を
送出するように極性を反転させる
ことができます。
(0"4-11・15.電源投入時の機能設定）



4-8. パケット（AFSK）の運用

受信

周波数はキャリアポイントを表示しています。

一－' 孟 亙 ' ・ 4。切0 ・凶個.=. VOX AH  

ロロ
IU t可亡門l,-, 
，可. I ，コ.,_, ,_, ""' 

Jl. GFF OFF 

[5J 

イラストはTS450Sです。

回パケット通管装置を背面パネルのACC2端子に接続します。

園 DC電源のPOWERスイッチをON、つづいてトランシーパー
のPOWERスイッデをONvこします。

"I 

＠］ディスプレイパネルに周波数などが表示されます。

直］ UP/DOWNスイッチで希望のバンドを選択します。
1MHzキーを押すと、 1MHzインジケーターが点灯し、 1MHz
ステップで周波数が変えられます。

~モードをLSBまたはUSBにします。

置 AFつまみを回して音量を調整します。

［］］同調つまみをゆっくり回して目的の信号が正しく復調される
ように合わせます。

M CH/VFO CH NOTCHー＠－ SOL

0 
. ' . 

附~：：~·備や
A田口 、事費P

I罰

パ ソナルコンビュータ

ACC2コネクター接続図

γ工、要に応じて配線）

TNCのスタンノてイ

TNCの変調出力

TNCのGND

TNCのAF入力

TNCへのスケルチ出力

300ボーのパケット通信では、通常SSBモードを使用したAFSKで行いますので、 AFSK信号はYIIC信号
ラインに入力されます。 USB・LSBモードいずれでも運用可能ですが、実際に電波の送信される周波数は、
USBの場合には表示周波数プラス変調周波数、 LSBの場合には表示周波数マイナス変調周波数となりま
す。変調周波数は、 TNCによっていろいろな周波数が使用されているため、ご使用のTNCのAFSK周波数
を考慮しておかないと、正しい運用周波数がつかめません。
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送信

周波数はキャリアポイントを表示しています。

ロロ
且 OFF OFF 

イラストはTS-450Sです。

亡ゴ

回通信用ターミナルの借弓クインな背面パネノレのACC2コ
ネクタ に接続します。

”’ t可c，可，－，I -,. I tコ.LIU,,,

閣 DC電源のPOWERスイッチをON、つづ、いてトランシー
ノfーのPOWERスイッチをONにします。

＠］ディスプレイパネノレに周波数などが表示されます。

匝送信したい周波数を設定します。

国モードをLSBまたはUSBにします。

[§] TX MキーでALCメーターを表示させます。

[1] PWRつまみを時計方向いっぱいに回します。

直通信ターミナノレかちの送信指令（一般的にはキーボード
から入力します）により送信します。
このとき、他の通信に混信を与えないことをお確かめ
くナ三きし）0
ALCメーターの振れがALCの範囲を超えないように
MICつまみで調整します。

ご｝主意

": 
rx -

パケット（AFSK）の運用

M. C HノVFO C付

む
NOTCH--@-SGL 

' ' . 

ノ，－ソナルコンビュ タ

させる
き回し
すこと
用くだ

1.実際の運用には使用するターミナルの取扱説明書に従い、正しくセゥトした上で透僧するようにし
てください。
2.ターミナルからの変調信号が大きすぎてMICつまみを絞っても変調がひず、む場合は、ターミナyレ側
の変調出カを下げてくださFい。もし、ターミナノレの問1Jレベルが聞定されていろ場合は、本機内の
半固定ボリュームで絞ることもできます。（CT6-4.データ通信変調入力の調整）



4・9. アンテナチューナーの使い方

ご注意
1.アンテナチューナーが内蔵されていないタイプについては、この機能は動作しません。
2. 3.5MHz帯～28MHz帯のアマチュアバンドで動作します。
3.電源を入れた直後は数秒間待ってからATTUNEスイッチを押してくだ、さい。
4.本機のSWRメーターは、 50MHz帯の場合アンテナによってはSWR値の誤差が大きくなるととがありま
す。

アンテナチューナーは、 20～1500(S羽TR約2.5: 1）の範囲で同調をとることができます。接続するアンテナ
系のSWRが整合範囲外の場合は無理に同調をとらずにアンテナ系を調整してからご使用ください。なお、
S,Dタイプはチューニング中、送信電力が自動的に約IOWとなります。
アンテナチューナーは、 SWR値の高いアンテナのSWR値を低くすることができますが、電力を有効に空
間に送り出すためには、まず正しく調整されたSWR値の低いアンテナを使うことが重要です。

本機のアンテナチューナーには次の2種類のモードがあります。

①オートチューン

このモードは、チューン用の電波を送信して、自動的にアンテナとトランシーパー聞の同調をとるモー
ドです。

AT TUNEインジケーター

一静一一一一額
。一一敏

1. THRU/AUTOスイッチをAUTO（ー）にします。

2. AT TUNEスイッチを押します。 cw表示となり、
AT TUNEインジケーターおよびSWRメーターが点
灯し、チューニングを開始します。

ご注意
CARつまみが反時計方向に回し切つであると
チューニング用の送信出力が不足しているため、
アンテナチューナーは止まりません。

3.チ斗一二ングが完了すると、 AT TUNEインジケー
ターおよびSWRメーターが消え、自動的にもとの
モードに戻ります。

4.約20秒しでもチューニングが完了しない場合は、
ビープ音による警告音がでます。
もう一度AT TUNEスイッチを押してチューニング
動作をOFFにします。

ご注意
警告音がでたときは、アンテナ系に原因がある
場合がありますので、まずアンテナ系を点検して
ください。

5.アンテナ系に異常のないことを確認後、再度
AT TUNEスイッチを押します。

一度チューニングがとれると、そのバンドのチューニ
ング状態を記憶します。

アマチュアバンドを変更したとき、 THRU/AUTOス
イッチがAUTOであれば自動的にそのアマチュアバン
ドのチューニング状態の近くに設定します。
したがって再度ATTUNEキーを押すと、チューニン
グに要する時聞が短くてすみます。

ご注意

アンテナチューナーがプリセット中に AT
TUNEスイッチを押すと、プリセットが完了して
からチューニングを開始します。
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②マニュアルチューン

オートチューンがとりにくいときや、アンテナの特性を調べたいときに向調つまみとM.CH/VFOCHつま
みを使用して手動で同調をとるモードです。

．運用のまえに

・同調のとりかた

Rチェーン
(VFOつまみ）

28 

1. MINキーを押しながら、 POWERスイッチをONに
します。

2. M.CH/VFO CHつまみで、メニュ一番号の31を選択
します。
UP/DOWNスイッチでOFFを表示させます。

, 
"l 

3. CLRキーを押します。

CC  
Cl I I 

4.マニュアルチューンモードを解除するには、手順2.
でONを選択し、 CLRキーを押します。

L THRU/AUTOスイッチをAUTOにします。

2. ATTUNEスイッチを押します。

3. SWRメークーを見ながら向調つまみとM.CH/VFO
CHつまみを交互に回してSWR値が最小になるよう
に調整します。
このとき表示部にはチューニングP用バリコンの回転
角が100分率で表示されます。

4. S羽TR値が最小になったら、 ATTUNEスイッチを押
します。

5.チューニングを完了したとき、または、チューニン
グ重力作中にATTUNEスイッチを押してチューニン
グを止めたときは、そのSWR値がそのアマチュア
バンドのプリセットデータとしてメモリーされま
す。
一度、他のアマチュアバンドでマニュアノレチューニ
ング動作を行ない、再び、もとのアマチュアバンドに
戻ったときはTHRU/AUTOスイッチがAUTOであれ
ば自動的にプリセットします。

ご注意
マニュアルモードでもSWRが下がらない場合
は、アンテナのSWR調整をf子ってください。



4-10.プライマリーオペレーション

フロントパネルのキーやつまみの動作を限定するごとができます。モーピル運用のとき便利な機能です。

圃機能の設定方法

l. 電源をOFFにします。

2. テシキーの2を押したまま電源をONにします。

。M. C”〆VfOC“ NOTCH －骨－SOL ' ＇・「一一十一一ー一一一一一

」聞

？・4E
G

T
Z唱
。
司

mw

一＼参苔
…Jf地酒
EG昌

．このとき動作するキーとつまみは下記のとおりです。

POWERスイッチ M.CH/VFOCHつまみ

ATT/OFFス，イッチ
拠
／
／VOX/OFFスイッチ

RFつまみ

AUTO/THRUスイッチ

SEND/RECスイッチ

ATTUNEキー

／ 
／／／  

FLOCKキー－ / MODEキ←

VOICEキ－ VFOつまみ

M/Vキー

DELAY /CAR/PWR 
NBlのON/OFF

/MICつまみ

UP/DOWNキー

・設定をもとに戻したいときは

1. 電源をOFFにします。

2. テンキーの1を押したまま電源をONにします。
29 



4・11. その他の操作

4-11・1. ビープ音

各スイッチまたはキーを押したとき、ビープ音が鳴りますQ
ビープ音の音量は、セット内部のボリュームで変えることができます。（ケ6-4.ピープ音の音量調整）
また、ビープ音を消すこともできます。（Cr4-11-15.電源投入時の機能設定）

4-11-2. モードアナウンス機能

モードキーを喋作したとき、モードの最初の一文字をモールス符号でスピーカーから出力します。この
機能は、電源投入時の機能設定によりビープ音にすることができます。（O"4-11-15.電源投入時の機能設定）

スビーカーから出力されるモールス符号

モード－r モールス符号 I 

日
一
一
竺

ω

一・・（L)

一（U)

(C) 

吾プ÷7
(R) 

(A) 

(F) 

4-11・3. 警告モールス機能

次のような状態のとき、スピーカーから警告音がモールス符号で出力されます。
電源投入時の機能設定によりビープ音にすることができます。（仁科一11-15.電源投入時の機能設定）

状 態 モールス符号

・メモリースキャンできない状態でSCAN
キーを押したとき。
1.指定したメモリーチャンネノレにデータが
ない。 CHECK 
2.指定したメモリーチャンネノレのデータが 恒国園圃 ． 恒国園圃 ． ．．．． ． 恒国圃圃 ・ ー・圃岨 ． 一・ 一
すべてロックアウトされている。

｜・メモリーサーチ時に該当するチヤンネノレ
がない。

・テンキーで周波数を入力時、重力作範囲を OVER 
超えたとき。 一一 一 ・・． 一 ． ・ー・

• PLL回路がアンロックしたとき
UL 
．． 一 ． 一・ ． 

初



4・11-4. 周波数のステップ

A 同調つまみ

一勧一一盛一一関

金
量
一
間

一一一一一盟国…
z当。

平
田
固
園
田

B. M.CH/VFO CHつまみ

モードにより自動的に周波数ステップがセットされま
す。

モード 周波数ステップ つまみ一回転

SSB/CW/FSK lOHz lOkHz 

AM/FM lOOHz 50kHz 

周波数ステップは、電源投入時の機能設定により切り
換えることができます。（Cr4-ll-15.電源投入時の機能
設定）
FINE機能がONのときは、 SSB/CW/FSKでの周波数ス
テップはlHzとなります。
AM, FMモードの周波数ステップは、 lOHzとなりま
す。

1. VFO動作時は次のように周波数ステップが変わり
ます。

周波数ステップ｜つまみ一回転

lOkHz I 240kHz 

周波数ステップは、電源投入時の機能設定により切
り換えることができます。（Cr4-ll-15.電源投入時の
機能設定）

2.メモリーチャンネル動作時はメモリーチャンネルの
選択ができます。

4・11・5. アマチュアバンドの切り換え

UP/DOWNスイッチでアマチュアバンドを切り換えることができます。

グ I『中｜
〆 l~~I

4・11-6. テンキーによる周波数のセッ卜

動作中のVFO、またはメモリーチャンネノレにテンキーによって周波数を直接入力することができます。

ご注意

動作範囲外の周波数は受け付けません。
KEY 

B. B3 455 陪X M 

1 JDCl::コ口［3 
AT TUNE TONE γX M 

4 ］口区二コ口［6 ,, FI NE REV 

？ ］口巨二コ口［9 

LR ］団主コ口［ ENT 

1. ENTキーを押します。ディスプレイはすべて“一”が
表示され、入力待ち状態になります。

圧を日

＋ 
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2.希望する周波数をテンキーにより入力します。

10MHzの桁にはO～4(TS-690は0～6）の数字のみ入力
できます。 5～9(TS-690は7～9）を押したときは、

1MHzの桁に入力されます。 3MHz以下のときは最

初にOを押してください。

回回→

日→

「ζ仁記→

,,_, 
I -, • ゴ

3 -－ー－｜

3.テンキーでlOHzの桁まで入力すると、終了しま

す。（ENTキーを押す必要はありません。）

また、 14.200.00MHzと設定したいときは、 1、4、2

と押し、 ENTキーを押してください。表示は下図

のようになります。

DJ 0 回目恒J
IUコn,-, ,-, ,-, 
I I. C LI LI. LI LI 

4.間違えて操作したときは、 lOHzの桁の周波数を

セットする前か、 ENTキーを押す前までに、 CLR

キーかマイクロホンのPTTスイッチを押すと、もと

の周波数に戻ります。



4-11-7.テ‘ュアルデジタルVFO

VFO A、VFOBおよびメモリーチャンネルを使用すると能率の良い送受信ができます。

送受信に使用するVFOA、VFOBおよびメモリーチャンネルは、 A/Bキー，M/Vキーおよび、SPLITキーで切り

換えます。

ロ回幅七回 ex・困 p
k文土 ，－－ー－－ X ~ －一一x

~vJ] ~j i ;~~ 

RX 

TX 

RX 

TX 

FUNCTION 

唾ち

－um
－
 

－M
－
 

A=Bキ－
A=Bキーを押すことにより、非動作のVFOの周波
数、モードおよびフィノレターを動作中のVFOに一致さ
せることができます。また、 TXVFOの周波数をRX
VFOの周波数に一致させることができます。

｝｝王意

受信がメモリ←チャンネノレのときはA=Bキーは

動作しません。

例えば、 VFOAが7MHzLSB, VFO Bが14MHzUSB 
の場合、 VFOAで＇7MHzを受信中にA二 Bキーを押すと、
VFO Bも7MHzLSBモードになります。
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4・11-8. SPLIT（たすきがけ）による交信

VFO A, VFO B，メモリーチャンネルにそれぞれ周波数を設定し、送受信を異なった周波数で交信するこ
とができます。
メモリーチャンネノレとのスプリットは電源投入時の機能設定（メニユ←番号12）により、機能をONにしてか

ら希望のモードを選択します。（0"4-11・15.電源投入時の機能設定）
送受信に使用するVFOA、VFOBおよびメモリーチャンネルは、 A/Bキー，M/VキーおよびSPLITキーで切り
換えます。

RX 

由？
ー・昏ー一一--t・・・

官，．
A
H

－

V
A
V
A
 

R
H
n
T
E
 

圏一 回 RX

由
｜！日｜

・Mm
・

TX 

TF-SET操作

SPLIT動作のとき、受信中にTF-SETキーを押すと、押している間だけ自局の送信周波数のチェックおよ
び設定ができます。

TF SETキ

34 

1. TF-SETキーを押すと、送信周波数で受信状態とな
り、送信周波数を受信することができます。送信時
は動作しません。

2. TF-SETキーを押しながら向調つまみを回すと、受
信状態のまま白局の送信周波数のチェックおよび設

定ができます。

3.送信周波数の設定およびチェックが終わったら、
TF-SETキーを離します。もとの受信周波数に戻り
ます。



4・11-9. 混信除去機能

[I] IF SHIFT 
IF SHIFTつまみ

旬方向へ回した時 引方向へ回した時

何 l即日の手即 時

タ丸伝言λφゐ
寸1¥ JI「 寸l¥ Jlh tづ寸l¥ l L卜⑤

191のような混信信号

がある場合。コ方向

へ回します
IFンフトンマミ

[II] FILTERキー

4のような混信信号
がある場合，⑥方向

へ回します。

IF SHIFTはSSB,CWおよびFSKモード時のみ動作し
ます。

IFシフトとは、受信周波数を変えないで、 IFフィル
ターの通過帯域をシフトする機能です。
左図のようにIFの通過帯域がシフトします。
従って、受信している周波数付近に混信信号がある場
合など、 IFSHIFTつまみを回して、混信からのがれ
ることができます。

＋方向に回すと、受信周波数の低い方の混信を除くこ
とができます。この結果、音質は、ローカット（低い
音が減衰する）の音になります。
一方向に回すと、受信周波数の高い方の混信を除くこ
とができます。この結果、音質は、ハイカット（高い
音が減衰する）の音になります。

8.83MHzと455kHzのフィノレター帯域幅をそれぞれ選
択することができます。

08.83MHzフィルタ一帯域幅
8.83キーを押すごとに切り換わります。

る一一一一一一一一一－・「 一；…一一：「
2.4Kおよび500はオプションのフィルターを
取り付けないと表示しません。

ご注意
1.フィノレターが内蔵されていないところは選択
されません。
2. FMモードのときは、 THRUのみ動作します。
3.別売のフィルターを取り付けたときは、フィ
ルタ一切り換えをしてください。
（白7-1.フィノレターの取り付け）
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C455kHzフィルタ一帯域幅
455キーを押すごとに切り換わります。

c[5o:1ーニ ｜ 
500はオプションのフィルターを取り付けないと
表示しません。

ご注意
1. FMモードのときは、 12kと6kのみ切り換わりま
す0

455kHzのフィノレター切り換えはFMモード時のデ
ビエーション切り換えキーにもなります。 12k表
示のときは±5kHzデビエーション、 6k表示のと
きは±2.5kHzデビエーションとなります。
2.フィルターが内蔵されていないところは選択さ
れません。
3.別売のYG-455C-l,YG-455CN-lは、どちらかひ
とつしか取り付けできません。 YG-455CN-lを取
り付けても 500 表示となります。
4.別売のフィルターを取り付けたときは、フィル
タ一切り換えをしてください。
(0"7-1.フィルターの取り付け）

初期設定
フィルター

8.83MHz 455kHz モード

SSB,CW,FSK 6k 2.4k 

AM 6k 6k 

FM THRU 12k 

こ｝玉意
8.83MHzと455kHzのそれぞれのフィルターの帯域
幅がほぽ等しい場合、総合帯域幅は表示された幅よ

り狭くなります。
例えば、 8.83MHzフィノレター : 2.4kHz 

455kHzフィルター : 2.4kHz 
の組み合わせでは、総合帯域幅は約2.2kHzとなりま
す。



[Ill] NOTCH（ノッチフィルター）つまみ（FMは除く）

NOTCHキー

4-11-10. ノイズプランカーについて

受信している帯域的に、 cwやビートのような単信
号の混信がある場合、 NOTCHスイッチをONにし
て、 NOTCHつまみでビート混信が最小となるよう
に調整してください。このつまみはFMを除くすべ
てのモードで、約500～2600Hzの範囲で、動作します。

イッチをONにしたときは、目的の信
衰しますが故障ではありません。
三常にシャープな減衰特性を持つフィ

ーであるため、調整ポイントがずれる場合
ります。

；昆f言信号

オーディオ周波数

ノンチOFF
ノッチ回路の動作

受信信号

オ ヂィオ周波数

ノッチON

NB 1/2キーを押すごとにN81,NB2,OFFが切り換わります。

NBl/2キー

NBl 
自動車のイグニツションノイズのようなパルス性ノ
イズの多いとき、 ONにしてくださし、

NB2 
ウッドベッカー（レーダーパルスによるノイズの通
称）があるとき、 ONにしてください。

ご注意
1.信号のプランキング時間が長くなるため、プ i

ランキング音が出ますが、異常ではありませ｜

ん 。｜
2.ウッドペツカーノイズの状態により効果が少 l
ない場合があります。
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4・H・11.voxによる送受信の切り換え

VOX/OFFスイッチ

1. ANTIボリューム

2. voxボリューム

川

一

「ヒ
r」

3. DELAYつまみ

山口命毛）00

38 

QSSB, FM,AMモード

VOX/OFFスイッチをVOX（ι ）にすると、 SSB,FM, 
AMモードで音声により送受信の切り換えを自動的に
行うことができます。

。cwモード
VOX/OFFスイッチをVOX（且）にすると、キーダウ
ンしたとき自動的に送信になり、キーアップすると自
動的に受信になります。

vox動作中にスピーカーより出た音でvox回路が
誤動作しないように調整します。（ヘッドホン接続時
は動作しません。）

voxアンプの利得を調整するボリュームです。vox動作が最適になるように調整してください。

vox動作時、遅延時聞を調整するつまみです。適
当な位置でご使用くだ、さしユ。
cw運用のとき、 DELAYつまみを反時計方向に回し
切っておくと、ブノレプレークイン運用のような動作と
なります。



4司11・12. RITについて

RIT可変幅表示

円IT RIT 
ON/OFF ボリューム
キー

4-11・13. XITについて

XIT可変幅表示

XIT XIT 
ON/OFF ホリューム
キ

4・11-14. ムF機能

送信周波数を変えずに受信周波数を土l.lkHzまで可
変することができます。設定周波数はディスプレイ上
に表示されます。
電源投入時の機能設定（メニュー番号41）により、
± l.lkHz(lOHzステップ）または±2.2kHz(20Hzステッ
プ）に設定できます。
(CT4-ll-15.電源投入時の機能設定）
相手局の周波数がずれた場合、 RITスイッチをON
にし、 RIT/XITつまみにより受信周波数を相手局に一
致させることができます。 OFFにするときは、
RITキーをもう一度押します。

受信周波数を変えずに送信周波数を±l.lkHzまで可
変することができます。設定周波数はディスプレイ上
に表示されます。
電源投入時の機能設定（メニュー番号41）により、
± l.lkHz(lOHzステップ）または±2.2kHz (20Hzステッ
プ）に設定できます。
RITで受信周波数を動かした場合、そのままの状態
で送信すると相手局にずれたままの周波数で送信する
ことになります。そのようなときは同調つまみで変え
ることなく XITつまみを函すだけですみます。 OFFに
するときは、 XITキーをもう一度押します。

シンプレックスで交信中に数kHz送受信周波数を離して、スプリツトによる交信をしたいとき便利な機能
です。

匝

1.シンプレックスで運用中にA=Bキ←を押して、
VFO AとVFOBの周波数を一致させます。

2. SPLITキーをf甲します。

3. TF SETキーを押しながら、 LlFキー（テンキーの7）を
押します。 TFSETキーはt甲したままにします。
表示がdF 0.00 kHzとなります。

4.メインつまみやM.CH/VFO CHつまみを回すと、受
信周波数からの移動量が表示されます。

TF SETキーから指を離すと表示は受信周波数表示
になり、再びTFSETキーを押すと4で設定した表示
になります。

ムF機能の動作を解除するには、再度TFSETキーを
ナ甲しながら、 LlFキー（テンキーの7）を手甲します。

ムF機能で設定した送信周波数は、動作を解除して
もそのまま送信側のVFOにメモリーされていま
す。

39 



4・11-15，電源投入時の機能設定

(1）初期状態の解除または設定

LSB/USBキーを押しながら、 POWERスイッチをONにすると、ディスプレイにメニュ一番号が表示さ

れ、いろいろな機能を変更することができます。

メニュー番号は、 M.CH/VFOCHつまみで選択できます。機能の変更は、 UP/DOWNスイッチで行います。
希望する機能を変貰後、 CLRキーを押します。

E量

一AW
Z
A
W
 
苔一一。一

_) 

置 画

メニュー番号 機 d肖.. 芭そ 初期設定

01 メインエンコーダーの動作をON（動作する）／OFF（動作しない）ができます。 ON 

02 M.CH/VFO CHつまみを回したとき、 lkHz以下を自動的にOにする機能を ON 
ON/OFFができます。

03 機能指定を除くテンキ の動作をON（動作する）／OFF（動作しなv，）できます。 ON 

04 ピープ音のON/OFFができます。 ON 

05 モードアナウンス機能のON（モーノレス）／OFF（ビープ音）ができます。 ON 

06 警告モールス機能のON（モールス）／OFF（ビープ音）ができます。 ON 

07 lOHzの桁の表示をON/OFFできます。 ON 

08 メーターのピークホーノレド機能のON/OFFができます。 OFF 

09 UP/DOWNスイッチを押したとき、押す前のバンドの周波数を記憶する ON 
(ON）か、しない（OFF）か、の切り換えができます。

10 SSBオートモード機能のON/OFFができます。 ON 

11 NB2の動作をON/OFFができます。 ON 

12 メモリーチャンネルとVFOとのSPLITのON/OFFができます。 OFF 

13 
データをメモリーしたとき、自動的に現在のメモリーチャンネノレに1チャ OFF 
ンネlレ増やす機能のON/OFFができます。

14 メモリーチャンネル運用時、 VFOつまみで周波数を可変できる（ON）か、可 OFF 
変できない（OFF）かを選択できます。

15 プログラムスキャンホールドのOFF/ONができます。 OFF 

16 リニアアンプをコントロールするリレー動作をON/OFFできます。 OFF 

17 運用中のデータの一部または全部を他のトランシーパー（同機種、または OFF 
TS-850）に転送する機能のON/OFFができます。

18 データの転送を受けるとき、 VFO(ON）かメモリチャンネルの00(OFF）かを選 OFF 
択できます。

19 送信の禁止ができます。（ON：送信の禁止、 OFF：送信の禁止解除） OFF 

20 メモリープロテクト（消去禁止）のON/OFFができます。 OFF 

21 メモリープロテクト（書き込み禁止）のON/OFFができます。 OFF 

22 3.8MHz帯バンドメモリーのON/OFFができます。 OFF 
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(2）初期状態の解除または設定と初期値の変更

M.INキーを押しながら、 POWERスイッチをONにすると、ディスプレイにメニュー番号が表示され、い
ろいろな機能や初期設定値を変更することができます。
メニュー番号は、 M.CH/VFOCHつまみで選択できます。機能や初期設定値の変更は、 UP/DOWNスイッチ
で行います。
希望する機能を変更後、 CLRキーを押します。

置

~ 
JC督
自（｜屯むむむむ

4 

メニュー番号 機 育E 初期設定

31 
内蔵のアンテナチューナーをオート（ON）とマニュアル（OFF）に切り換

ON 
えることができます。

32 オートアンテナチューナーの同調終了後の受信動作への自動復帰 ON 

33 同調つまみの1回転の変化量を5kHzかlOkHzかが選択できます。 lOkHz 

34 
M.CH/VFO CHつまみのステップ周波数をlOkHz、5kHz、2kHzまたは

lOkHz 
lkHzに切り換えることができます。

35 
M.CH/VFO CHつまみのステップ周波数をBC帯のみIOkHzか9kHzに切

lOkHz 
り換えることができます。（BCバンドのAMモードのときのみ）

36 
1MHzキーがONのとき、 UP/DOWNスイッチのステップを1MHzか 1000 
500kHzに切り換えることができます。 kHz 

37 FSKモードのシフト幅をl70,200,425,850Hzの中から選択できます。 170 

38 
FSK送信のキーショートのときに、スペース送信（OFF）／マーク送信

ON 
(ON）の切り換えができます。

39 
FSKモードの受信トーンを、 HIGH(2125Hz）かLO羽T(1275Hz）かを選択

2125 
できます。

40 
cw受信時のピッチ周波数を400Hzから800Hzまでの聞を50Hzステッ

800 
プで変更できます。ただしサイドトーンは約800Hzで変わりません。

41 RIT/XITの可変範囲を土l.lkHzか±2.2kHzに切り換えることができます。 1.lkHz 

ご注意
メニュー番号19でONを選択したときでも受信部のRF回路は動作していますので、他の送信機と
のアンテナ共用はできません。
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4-12. メモリー

4・12・1. マイク口プロセッサーバックアップ用リチウム電池について

本機は、リチウム電池でメモリーのパックアップをしています。このためPOWERスイッチを切っても、

メモリーは保持されています。リチウム電池の寿命は約5年です。 POWERスイッチを入れたとき、前にメ

モリーした内容が消えるようでしたら、リチウム電池の寿命です。早めに電池交換を行ってください。リ

チウム電池を交換する場合は、購入店または最寄りのサーピスセンターにご相談ください。

4・11・2. マイク口プロセッサーの初期設定状態とリセット

園初期設定状態

周波数 モード
フィルター フィルター

8.83 455 

VドOA 14.000.00 USB 6k 2.4k 

VFO B 14.000.00 USB 6k 2.4k 

メモリーチャン
ネル（00～99)

セ凡U’F’
 

《

U
V

すま4m
h
ソあ，刀法方の

’
れ
ソ

川
泊
セ
の
リ
次

．
 

1. AニBキーを押しながら、 POWERスイッチを入れ
ると初期設定（オールリセット）されます。

ご注意
この初期設定を行うとメモリー内容や電源投入時の

機能設定丙容などがすべて消去されます。

オールリセット

2. A/Bキーを押しながら、 POWERスイッチを入れる
とメモリーチャンネルの内容を除き、初期設定

(VFOリセット）されます。

4-12-3. メモリーチャンネル

メモリーできるチャンネル数は100チャンネルです。

チャンネル番号 名 称

00～89 
シンプレックスまたはスプリットメモリー

チャンネル

90～99 
区間指定メモリーチャンネル
（プログラマブノレVFO)

4・12-4. メモリーの内容

各メモリーチャンネノレにメモリーできる内容は次のとおりです。（0：メモリー可、×：メモリー不可）

チャンネル番号 00～89 90～99 

送受信周波数 。 。

モード 。 。（※2)

フィルタ一帯域 。 。（※2)

トーンON/OFF 。（※1) × 

上限・下問胃波数 × 。

AIPのON/OFF 。 。（※2)

メモリチャンネルロックアウト 。（※2) 0（※2) 

AGC 。 。（※2)

※1 送受信ともにFMモードで
スプリットメモリーとして
使用するとき

※2 メモリーチャンネル運用時
に変更した内容は、自動的
にそのチャンネルのデータ

として書き換えられます。
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4・12・5. メモリーの入力および書き換え

・シンプレックスメモリー（送受信とも同じ周波数）のしかた [00～89チャンネル］

M.INキー

勺三三：c二 叫＇＂Ii$草委

IIIICI~語

M.INキー

lメモリーさせたい周波数、モード、フィルターなど
を設定します。
（例）VFOAに14.175MHzを設定した場合

I LI I 可 r，可，守
I -, • I I :::1 • LI LI k H z 

US8 SしOW

RX• 
A 
TX・

2. M.INキーを押します。ディスプレイには、最後に
操作したメモリーチャンネルが表示されます。

3.メモリーチャンネルをM.CH/VFOCHつまみまたは
テンキーにより指定します。

4.再び、 M.INキーを押すと、指定されたメモリー
チャンネルに周波数、モード、フィルターなどがメ
モリーされ、もとの動作状態に戻ります。

ご注意
すでにデータがメモリーされているチャンネル
を選択して、 M.INキーを押すと、そのチャンネ
ルのメモリー内容は消去され、新しいデータに変
更されます。
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圃スプリットメモリー（送受信異なった周波数）のしかた [00～89チャンネル］
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1.メモリーさせたい受信周波数、モード、フィノレター
などを設定します。
（例）VFOAに21.200MHzを設定した場合

－A
－
 

V
《

v
－n

拘

R
T
Z

us日

，コ，，,, ,, ,, 
I. C LI LI. LI LI kHz 

SLOW 

2. A/Bキーを拘1します。

3.メモリーさせたい送信周波数を設定します。
（例）VFOBに21.210MHzを設定した場合

コ＇ .:J C I.C 

RX • 
TX • 

us白

I II，・3，可’L人ιILI kHz 
ヨLow 

4.設定が終わったら再び、A/Bキーを押します。

5. SPLITキーを押します。
SPLIT表示が点灯します。

tコ，， II ,, ,, SPLIT 
I.仁 LILI. LI LI kHz 

SLOW 

E

－
 

－A
 

V

－nV
A
 

”何？’

u 吉田

6. M.INキーを押します。ディスプレイには、最後に
操作したメモリーチャンネルが表示されます。

7.メモリーチャンネルをM.CH/VFOCHつまみまたは
テンキーで指定します。

8.再び、 M.INキーを押すと、指定されたメモリー
チャンネノレに周波数、モード、フィルターなどがメ
モリーされ、もとの動作状態に戻ります。

ご注意
すでにデータがメモりーされているチャンネル
を選択して、 M.INキーを押すと、そのチャンネ
ルのメモリー内容は消去され、新しいデータに変
i更されます。



・区間指定メモリーチャンネル（プログラマブルVFO) [90～99チャンネル］

このメモリーチャンネルは、送受信周波数の上限および下限周波数がメモリーされます。上限および下
限周波数を同一にすると標準メモリーチャンネルと同じように使用できます。上限および下限周波数をメ
モリーすることにより、メモリーチャンネルでありながら、その範囲をVFOのように可変できるチャンネ
ノレです。周波数の可変は同調つまみで行います。 UP/DOWNスイッチを押すと、上限または下限周波数に
移動でき、範囲を確認することもできます。（ケ4-12-10.上限および下限周波数の確認方法）
区間指定メモリーチャンネノレに、使用したいバンドごとの範囲をメモリーしておくと、コンテストのと
きなどにすばやく周波数を移動できます。

~ 

団

1.メモリーさせたい下限周波数（または上限周波数）を
設定します。
（例）VFOAに7.030MHzを設定した場合

I IIコIIII II 
I. LI :J LI. LI LI kHz 

LSB SLOW 

2. A/Bキーをf甲します。

RX• 
A 
TX・

3.メモリーさせたい上限周波数（または下限周波数）を
設定します。
（例）VFOBに7.100MHzを設定した場合

-; ' ，，，・l，，，・3
I. I LI LI. LI LI kHz 

L S目
SLOW 

4.設定が終わったら再びA/Bキーを押します。

5.乱1.INキーをt甲します。

RX • 
TX ! 

ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

6.90から99までのメモリーチャンネルの内、希望の
チャンネルをM.CH/VFOCHつまみまたはテンキー
により指定します。

7.再び、 M.INキーを押すと、指定されたメモリー
チャンネルに設定した周波数およびモードなどがメ
モリーされ、もとの動作状態に戻ります。

ご注意
すでにデータがメモリーされているチャンネル
を選択して、 M.INキーを押すと、そのチャンネ
ノレのメモリー内容は消去され、新しいデータに変
更されます。
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4・12-6. メモリーチャンネルの呼び出し

次の方法により、希望のメモリーチャンネルを呼び出すことができます。

1. VFO動作をしているとき、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン

ネルが表示されます。

2. M.CH/VFO CHつまみで希望のメモリーチャンネル
を選択できます。

3. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、
M砂VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移す
してください。

4-12-7. メモリーチャンネルの確認（メモリースクロール）

次の方法により、受信周波数を変えずにメモリーチャンネルの内容を確認できます。

園

1. M.INキーを押し、メモリースクロール状態にしま

す。表示周波数が変わりますが実際の受信は、

M.INキーを押す前の周波数で行われています。

2. M.CH/VFO CHつまみまたはテンキーでメモリー
チャンネルの周波数がチェックできます。

3.メモリースクロール状態を解除する場合、 CLRキー
を押してください。



4・12・8. メモリーチャンネルの切り換え

・メモリーしたチャンネルのみ切り換えたいとき

圃 回、匝

・空きチャンネルのみ切り換えたいとき

Q] 

[2J 

1. VFO重mf乍をしているとき、乱1/Vキーをf甲します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. 1MHzキーをONにします。（1MHz表示が点灯）

3. M.CH/VFO CHつまみを回すと、メモリーしたチャ
ンネ／レのみ切り換わります。

4. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、
M砂VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移す
してください。

ご注意
すべてのメモリーチャンネルに何も書き込まれて

いないとき、 M.CH/VFOCHつまみを回すと、モー
ルス符号でCHECKとスピーカーより出力します。

1. M.INキーを押し、メモリースクロール状態にしま
す。表示周波数が変わりますが実際の受信は、

M.INキーを押す前の周波数で行われています。

2. 1MHzキーをONにします。（1MHz表示が点灯）

3. M.CH/VFO CHつまみを回すと、空チャンネルのみ
切り換わります。

4. VFO動作に戻すときは、 CLRキーを押します。

』 J王意
空チャンネルがないとき、 M.CH/VFOCHつまみ
を回すと、モーノレス符号でCHECKとスピーカーよ
り出力します。
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4・12-9. メモリーシフト （メモリーチャンネルからVFOへのデータ転送）
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次の方法により、メモリーチャンネルにメモリーした内容をVFOへ転送することができます。

[2l 

メモリーチャンネルの内容

M/Vキーを押す前の
VFOの状態

RX・
A 
TX・

RX ．． 
日

TX ．． 

RX AB 
TX ．． 

RX AB  
TX・

1. VFO動作をしている場合、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

2. M.CH/ VFO CHつまみで希望のメモリーチャンネル
を選択します。

3. M砂VFOキーを押すと、そのメモリーチャンネルの
内容がVFOへ転送され、その周波数はメインつま
みやM.CH/VFOCHつまみで可変できます。

シンプレックス

メモリーチャンネル

(00～89) 

スプリッ卜

メモリーチャンネル

(00～89) 

区間指定

↓ 
RX・
A 

TX• 

RX ．． 
日

γx ．． 

RX• 
A 
TX・

RX ．． 
日

TX ．． 

唖豆t；；「：~二
E転送されます

↓ 
RX• RX・
A B A 
TX ．． TX・

RX ・ RX ．． 
AB  日
TX・ TX ．． 

日XAB RX・
A 

TX ．． TX岨

RX AB  RX ．． 
B 

TX’ TX ．． 

表は転送後のVFOの状態を示します。

ご注意
1. M砂VFOキーを押した時点、で、もとのVFOの内
容は消去されますが、メモリーチャンネyレの内
容は消去されずに残っています。
2.選択したメモリーチャンネノレに何もメモリーさ
れていない場合、 M砂VFOキーを押してもシフ
ト動作は行いません。



4・12・10. 上限および下限周波数の確認方法

次の方法により、 90～99チャンネノレにメモリーした上限および下限周波数を確認することができます。

回、圏直

1. VFO動作をしているとき、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン

ネルが表示されます。

2. M.CH/VFO CHつまみで確認したいメモリーチャン
ネルを選択します。

3. UP/DOWNスイッチのUPを押すと、上現周波数（ま
たは下限周波数）が確認できます。

4. UP/DOWNスイッチのDOWNを押すと、下限周波
数（または上限周波数）が確認できます。

5. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、

M’惨VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移す
してください。

4・12-11. メモリーチャンネル（00～89）のモード、フィルタ一帯域の切り換え

メモリーチャンネノレ動作時に、モードやフィ lレター帯域を切り控えるととができますが、メモリーω内容は変更
されませんのでふたたび、呼び出したときは、メモリーされているモードやフィルタ一帯域になります。
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4-12-12. メモリーチャンネルの消去

次の方法により、希望のメモリーチャンネルを消去できます。

~ 
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1. VFO動作をしている場合、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

2. M.CH/VFO CHつまみで消去したいメモリーチャン
ネノレを選択します。

M. CH 

- I LI 
Li; I-,. 

U吉田

t守，＝ ,-, ,-, 
I I :J.LI LI kHl 

SLOW 

RX 

TX 
M 

3. CLRキーを約2秒間押し統げます。表示周波数が消
えて、メモリーチャンネルの内容が消去されます。

M. CH 

II I 
ιt I k HZ 

4. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押します。

RX 

TX 
M 



4・13.スキャン

4-13・1. メモリースキャン

1. VFO動作をしているとき、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。

2. SCANキーを押すと、メモリーされているメモリー
チャンネルを繰り返しスキャンします。

3.スキャン中でもM.CH/VFOCHつまみ、およびマイク
ロホンのUP/DWNスイッチは動｛乍します。

ご注意

メモリーチャンネルにひとつも書き込まれてい
ないとき、またはすべてロックアウトされている
とき SCANキーを押すと、モーノレス符号で
CHECKとスピーカーより出力します。

4.スキャン動作を解除する場合は、 CLRキーを押して
ください。

5. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、
M’VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移し
てください。
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4-13・2. グループスキャン

100チャンネノレを10チャンネノレごと（00～09,10～19，・・・・・・・， 90～99）のグループに分け、そのグループの範囲
でメモリーされて凶るチャンネルのみスキャンします。

1. VFO動イ乍をしているとき、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネルが表示されます。
2. SCANキーを押しながらテシキーでスキャンさせた
いグループの最初心チャンネル（10桁台）を指定しま
す。

「「寸 ・・・・ー・・・・・・・・・ 0～9チャンネル
「「．．．．．．．．．． 10～19チャンネル
Eコ 20～29チャンネル
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Eゴ．．．．．．．．，．．．． 90～99チャンネル

3. SCANキーをはなします。スキャンカ宝スタートしま
す。
（例1）グループ2の[L]を指定した場合

グループ2

nu 

内
〆
』
U
H
i
l
l－
A
皐
i
1

p
u
 

CH29 

（例2）グループ1のEコおよびグループ3のEコを指
定した場合

グループl グループ3

CHIO CH30 CH39 CH19 

｜ごト－－－－－－－－－1 ,. , 

4.スキャン中でもM.CH/VFOCHつまみ、およびマイク
ロホンのUP/DWNスイッチは動作します。

5.スキャン動作を解除する場合は、 CLRキーを押して
ください。グ／レ←プの指定は再設定されるまで解除
されません。

6. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、
M惨VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移し
てください。



4開13-3. メモリーチャンネルロックアウト

メモリースキャンをするときに飛び越したいメモリーチャンネノレを指定で、きます。

1. VFO動作をしているとき、 M/Vキーを押します。
ディスプレイには、最後に操作したメモリーチャン
ネノレが表示されます。

2.恥1.CH/VFOCHつまみでロックアウトしたいメモ
リーチャンネルを選択します。

3. CLRキーを押すとメモリーチャンネル番号の横の小
数点、マークが点灯し、ロックアウトされたことを示
します。

ご注意
CLRキーを押し続けますと、メモリー内容が消
去されます。

M. CH 

円. I LI I 可 C ,-, n 
U f. I I. I Iコ.LILI kHz 
us日 SLOW 

RX 

TX 
M 

4.もう一度CLRキーを押すと、小数点マークが消え、
ロックアウトは解除されます。

ご注意
メモリーされているすべてのチャンネルをロッ
クアウトしてメモリースキャンを行ニうと、モール

ス符号でCHECKとスピーカーより出力します。

5. VFO動作に戻すときは、 M/Vキーを押すか、
M砂VFOキーを押してメモリーの内容をVFOに移し
てください。
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4・13-4. プログラムスキャン

VFO AまたはVFOB動作中にSCANキーを押すと、そのときの周波数から高くなる方向（または低くなる
方向）にスキャンをはじめます。

090～99チャンネルに何もメモリーしていないとき、 SCANキーを押した時点で自動的に次の周波数が
90チャンネルにメモリーされます。

下限周波数 30.00kHz
上限周波数 40.000(TS-690は60.000MHz)MHz

従ってこのときは受信可能範囲すべてをスキャンします。

090～99チャンネルに区間指定メモリーのデータがメモリーされているときは、そのデータに従って区間
指定メモリーチャンネルすべてをスキャンします。

スキャンさせたいチャンネルを指定することもできます。

スキャンの解除

@] 

チャンネルの指定

1. SCANキーを押しながら区間指定メモリーチャンネ
ル（90～99チャンネル）の末尾の数字に相当するテン
キーをt甲してください。
例えば、 93チャンネルならテンキーの3を押してく
ださい。 93チャンネルにメモリーされた周波数帯
をスキャンします。

2.スキャン方向は下限周波数から上限周波数の方向（また
は上限周波数から下限周波数）に繰り返しスキャンします。

3.スキャン中でもモード、フィルターを変更すること
ができます。

4.スキャン動作を解除する場合は、 CLRキーを押して
くださしユ。

複数の区間指定メモリーチャンネルを順番にスキャンすることができます。（最大10チャンネルまで）
この場合、若いチャンネル番号より順番にスキャンします。
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（例）メモリーチャンネル 91に14.000MHz（下限）、
14.0lOMHz（上限）、メモリーチャンネル 92に
21.000MHz（下限）、 21.0lOMHz（上限）がメモリー
されている場合。

SCANキーを押しながら、テンキーの1および2を押す
と、メモリーチャンネlレ91と92にメモリーした範囲内
を繰り返しスキャンします。

メモリーチャンネル91 メモリーチャンネル92

14.000 14.010MHz 21.000 21.010MHz 

十一一 ＋｜ 



4・13・5.スキャンスピード

4-13・6. スキャンホールド

スキャンのスピードは、スキャン中にRIT/XITつま
みで可変できます。反時計方向に回すほどスキャンの
スピードは早くなります。
RIT/XITつまみが反時計方向（または時計方向）に回し
切ってあった場合、スキャンスピードをさらに早く
（または遅りするときは、一度つまみを逆方向に戻し
てから回してください。

一度決定されたスピードは、スキャンを解除しても
記憶しています。

電源投入時の機能設定により動作します。
(Cr4-ll-15.電源投入時の機能設定）
プログラムスキャン中に、同調つまみを回すと、その
周波数で一時停止し、約5秒後に再びスキャンを開始
します。
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4-14. レピーターによる交信

29MHzのレピークーは、電離層反射を利用するため、広い地域のアマチュア局と交信することができま
す。

「記、注意
10レピ」ターによる交信には別売のトーンユニット（TU-8）が必要です。
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i C) トーンユニット（TU-8）を組み込んだときに、トーン周波数は88.5Hz、連続（C）／パースト（B）切り換えは
連続（C）を選択してくたさい。

@] ~ 

1. VFO Aにアクセスしたいレピークーの送信周波数
を設定します。
（例）VFOAに29.650MHzFMを設定した場合

2. A/Bキーをf甲します。

3. VFO Bにアクセスしたいレピ←ターの受信周波数
を設定します。
（例）VFOBに29.550MHzFMを設定した場合

4. A/Bキーを押します。
5. SPLITキーを押します。
SPLIT表示とVFOAおよびVFOBの動作条件が表
示されます。

6. TONEキ←を押します。
T表示が点灯します。

7. 必要ならこのデータをM.INキーを押し、希望の
メモリーチャンネノレ（00～ 89の間）にメモリーして
おきます。

8剛マイクロホンの PTTスイッチを押すか、
REC/SENDスイッチをSENDにすると、送信状態
になりますのでマイクロホンに向かつて話してく
ださい。

ご注意
送信する前に、他の通信に混信を与えないこと
をお確かめください。

9. マイクロホンの PTTスイッチを戻すか、
REC/SENDスイッチをRECにすると、受信状樫に
戻ります。



日本の29MHz帯レピーター

ー •c,。od・

‘oil 

JRGYT 

0 
宇

。0 受信周波数： 29.570Mト4
l ♂送信周波数：目

z 

0 ． 
(I 

1991年6月1日現在

JP8YCV 

送信周波数： 29.650MHz

受情周波数： 29.550MHz 

29MHz帯の電波のとどく範囲は、季節および時間によって時々刻々変
化しています。
したがって、いつ、どこからでも目的のレピーターをアクセスでき
るとは限りません。
まず目的のレピーターの送信周波数を受信してみます。
もし、他局が交信しているのを良好に受信できたら、そのレピー
ターはアクセスできるはずです。
無意味にそのレピータ一周波数での電波の発射はしないでください。
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4・15.パソコンコントロールによる運用

インターフェイスIF-232C（別売）を接続することにより外部のパソコンで以下のコントローノレができま
す。詳しくは、取扱説明書（別売有料）を用意しております。お近くの当社サービスセンター、営業所にご請
求ください。

部品名：コマンド解説書

圃パソコンでコントロールできる内容

コマンド 機能

AI IF（インフォメーション）コマンドの
ON/OFF 

DN/UP マイクロホンのUP/DOWNキーと同じ
機能

FA/FB VFO AまたはVFOBの周波数設定

FL IFフィルターの選択

FR/FT 受信／送信のファンクション設定

FS FINEのON/OFF

ID 本体IDコードの読み出し

IF インフォメーション

LK F.LOCKのON/OFF

MC メモリーチャンネ／レ番号の設定

MD モードの設定

MR メモリーチャンネノレの読み出し

。 。。 。。

＠ 。 。。 。。 00 

部品番号： 862・0098・00

コマンド 機能

MW  メモリ←の書き込み

MX AIPスイッチのON/OFF

PT cw受信時のピッチ選択

RC RITのクリアー

RD/RU RIT/XIT周波数のUP/DOWN

RM メーター表示の読み出し

RT RITのON/OFF

RX/TX 送信／受信の切り換え

SC SCANのON/OFF

SM Sメーター値の読み出jし

TO TONEのON/OFF

VR VOICEキーのON

XT XITのON/OFF

ノてーソナルコンヒ。斗ータ

接続図

(DSP-100を使用しているとき、 IF-232CはDSP-100のCONTOUTに接続します。）

4・16.VOICE（ボイス）機能［音声合成ユニッ卜vs・2（別売）取り付け時］

VOICEキー
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音声合成ユニット VS-2を取り付けることにより、
VOICEキーを押すと受信周波数を音声で知らせま
す。また、電源投入時の機能設定状態のときは、メ
ニュー番号とその内容も音声で知らせます。
発声中にもう一度、 VOICEキーを押すと音声が止
まります。（0"7.2.音声合成ユニット VS-2の取り付け）



4・17. デジタル変復調機能［デジタルシグナルプロセッサーDSP-100（別売）接続時］

16bitのAID,DIAコンパーターと、 DSP（デジタノレシグナノレプロセッサー）により、 SSB,CW, AM, FSKの変
調とSSB、cw、FSK交信時の検波を行います。

(1）各モードの特徴

⑦SSB送信モード
デジタル信号処理による10次のフェーズシフトネットワーク（PSN）での変調により、従来のSSBモードよ
り高音質の変調披が得られます。

②cw送信モード
波形の立ちよがり、立ち下がり特性をデゾタ Jレ信号処理により整形しているため、良時な特性が得られ
ます。

③AM送信モード
デジタル変調処理と、 84次のFIRフィルターにより、振幅特性、群遅延特性が良好で、、 100%変調までひ
ずみの少ない変調波が得られます。

④FSK送信モード
波形の立ち上がり、立ち下がり特性をデジタル信号処理により整形し、位相が連続なFSK変調を行うた
め、ひずみの少ない良好な変調波が得られます。

⑤SSB, CW, FSK受信モード
SSB, CW, FSKの受信信号をDSPにより検波を行いますので、従来のSSBモードより高音質の受信音が得
られます。

(2）接続

DSP-100に付高している4本の接続ケーフツレを使用し、下図のように接続します。

DSP 100 

6ピンケープルはDSP幽100のCONTIN 
コネクターと、トランシーパー左横の
6ピンコネクターとに接続します。

6ピンケーブル

。。 00 c 

。。 。
門
H
H
U
H
H
H
U

れ
い
い
U
H
H
H
H
u
i
 

イラストはTS-450Sです。

接続図
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(3）運用

運用の前にDSP-100の取扱説明書の項目S(SSBの送信出力調整）を必ず実施してください0・SSBの送信

・cwまたはFSKの送信
… m阜且
：品品T王子す主砂

主＝ !_'l.t75G__G . .， 出掛
1重量進委
轟量同事事事0

.AMの送信

ご注意

1. トランシーパー、続いてDSP・100の電糠をONにし
ます。
2. DSP-100のTXスイッチを押します。
3. トランシーパーのモードをUSBかLSBを選択しま
す。
4. トランシーパーのSEND/RECスイッチを押して送
信状態にします。
5. マイクロホンに向かつて話jし、トランシーノマーの
ALCメーターの振れがALCの範囲を超えないよう
に、 DSP-100のMICGAINつまみを調整します。

1. トランシーパー、続いてDSP-100の電源をONにし
ます。
2. DSP-100のTXスイッチをf甲します。
3. トランシーパーのモードをCW（またはFSK）にしま
す。
4. トランシーノマーのSEND/RECスイッチを手甲し、
キーダウンして送信状態にします。

5. トランシーパーのALCメーターの振れがALCの範
囲を超えないように、 DSP-100のCARLEVELつ
まみを調整します。

1. トランシーバー、続いてDSP-100の需源をONにし
ます。
2. DSP-100のTXスイッチを押します。
3. トランシーパーのモードをAMにじます。
4. トランシーパーのSEND/RECスイッチを押して送
信状態にします。
5. トランシーパーのPWRメーターの振れが最大出力
の約1/2になるように、 DSP-100のCARLEVELつ
まみを調整します。
6. 次に、トランシーパーのPWRメーターの振れが23ぺ
ージのイラストレベルを越えないよう、 DSP司100の
MIC GAINつまみを調整します。

DSP-100のTXスイッチがOFFまたは電源がOFFになっているときは、 DSP-100のMICGAIN、CAR
LEVELつまみは動作しません。トランシーパーのつまみをご使用くださし￥。

・受信
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1. トランシーパー、続いてDSP-100の電源をONにし
ます。

2. DSP-100のRXスイッチを押します。
3. 各モードで聞きやすい周波数帯域になるように、
FILTERスイッチを設定します。
このFILTERスイッチで設定された周波数帯域
は、送信時も同じ周波数帯域となります。



4-18. リニアアンプとの運用

(1）接続

リニアアンプに付属のケーブ／レを使用じて、下図のように接続します。

(2）運用のまえに

TL 922 

黒

赤

アースケーフル 接地

アンテナTL-922に付属の問軸ケーブル

TL-922に付属のusプラグ付さケープルは使用しません。

1. LSB/USBキーを押したまま、電源スイッチをONにしま
す。

2. M. CH/VFO CHつまみを回してメニュー番号の16を選択
します。

3. UPまたはDOWNキーを押して、表示をONにします。
リモートコントロール用リレーが動作状態になります。

4. CLRキーを押します。

5.リニアアンプの調整はリニアアンプの取扱説明書に従つ
て操作してください。
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4・19 外部アンテナチューナー［AT-300（別売）接続時］運用

本機には別売の外部アンテナチューナー（AT幽300）が接続できます。

ローバンド用の、ロングワイヤーアンテナなどとのマッチングをとりたいとき有効に機能します。

ご注意

1. AT-300の接続および設置についてはAT-300の取扱説明書を参照しでください。
2. 50MHz帯は動作しません。
TS-690で同MHz帯を運用するとさは、アンテナをANT2に直接接続してくだきい。

(1）トランシーパーとの措続

司軸ケーフル

i 

イラストはTS450Sて’す。

(2）運用のまえに

[3] 
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アンテナ

コント口一ルケーブル（ 15m付属）

1. ENTキーを押したまま、電源スイッチをONにします。

2. M. CH/VFO CHつまみを回してメニコ一番号の01を選択し

ます0
3. UPまたはDOWNキーを押して、表示をONにします。

4. CLRキーをt甲します。

この操作を行った後は、内蔵のアンテナヂューナーは動作し

ません。

5.設置場所を変更したときや、 AT-300を取り外したときは

上記の3でOFFそ選択してください。



(3）操作

AT TUNEインジケーター

1.目的の送信周波数を設定します。

2. AT TUNEスイッチを押します。モードがcwとなり、 AT
TUNEインジケーターが点灯し、チューニングを開始し
ます。

こ迂意
1. CARつまみが反時計方向に回し切つであると
動作しません。
2.チューニング中の送信出力はIOWです。

3.チューニングが完了すると、 AT TUNEインジケーターが
消え、自動的にもとのモードに戻ります。

4.約20秒しでもチューニングが完了しない場合は、ビープ
音による警告音がでます。
もう一度AT TUNEスイッチを押してチューニング動作を
OFFにします。

ご注意
警告音がでたときは、アンテナ系に原因がある
場合がありますので、まずアンテナ系を点検して
ください。

5.アンテナ系に異常のないことを確認後、再度 AT TUNE 
スイッチをf甲します。
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4-20.スプリット周波数転送機能

トランシーパーを2台接続して、どちらか一方の運用情報を、もう一台のトランシーパーに転送する機能
です。

ご注意

1.運用情報を転送中は、その他の機能の動作が遅くなる場合があります。
2.転送できる機種はTS-450,TS・690,TS・850との間です。ただし、データを受け取る側で機能しない情報は
転送を受けた側で無視します。

3. TS-850と府知るときは TS-850(}) ~t］］＼~｝J寺の機能設Uニベ叫プりツト周跡送機能）j 
をONにしてください。

4・20・1 接続

6P DINプラグを使用して、接続ケーブルを作成するか、または6PDINコード（lm）で各々のACClコネク
ターを接続します。
6P DINプラグ（別売）（部品番号E07-0654・05）または6PDINコード（別売）（部品番号E30-3047伺05）をご希望の方
は、最寄りのサービスセンターまたは営業所にお問い合わせください。

E30-3047 05または自作したケーブル

lぺ円
'0 

。。 。。

，日子、

、とみ 。。 。。 00 

端子番号 信号名

GND 信号タラント

2 TXD 送信データ

3 RXD 受信データ

4 CTS 送信可

5 円TS 送信要求

6 NO 無配線

4芯シールドケーフル
（プラグを表側から

足た図）

片方のトランシーパーにDSP-100が接続されでいる場合には、図1のように接続します。

。。直面。
E30 3047-05または自作したケーブル

＠ 

。。 00 

DPS 100に付属している6Pケーブル

。。

画雪面
⑦ 

n
H汁
刈
川
U

n川川
H
N
U
U

イラストはTS450Sです。 。。 00 。
図1

制



両方のトランシーパーにDSP-100が接続されている場合には、図2のように接続します。

イラストはTS-450Sです。

←E30司 3047-05または自作したケーフル

イラストはTS-450Sですc

図2

ご注意
DSP-100の電源がOFFのときは、この機能は動作しません。

4・20-2. 機能の設定

画

直層記
T日
＠ 

。00 {{:) 
二二フーーヨ~::r

両方のトランシーパーを、竜源投入時の機能設定によ

りONにします。
（本機では40ページ参照：メニュー番号17、18)

4・20-3，転送できる内容

受信周波数とモード

4・20・4.操作 1.データを送り出す側のM.INキ←を押します。
2.メモリーチャンネルの00を選び、ます。
3.もう一度M.INキーを押します。

ご注意
この操作をすると、前にメモリーチャンネル00に
入っていたデータは転送したデータに書き替わります。

転送の操作をするときはメモリーチャンネル00のデ
ータはあらかじめ他のメモリーチャンネルに移して

おくことをおすすめします。

転送が終わるとデータを受けた側の無線機から「QSL」と
モールスでアナウンスします。
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5.保守および調整
5-1. アフターサービス 5-2. セットのお手入れ

1.保証書一保証書には必ず所定事項（ご購入店名、
ご購入日）の記入および記載内容をお確かめの
上、大切に保存してください。

前面パネル、ケースなどが汚れた場合、シリコン
クロスまたは柔らかい布でからぶきしてください。

2.保証期間一お買い上げの日より 1年間です。
正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生
じた場合は、お手数ですが製品に保証書を添え
て、お買い上げの販売店または当社サービスセ
ンター、営業所にご相談ください。保証書の規
定に従って修理いたします。

ご注意
シンナ一、ベンジン、アルコールなどを使用しな
いでくださしユ。変色したり変形する場合がありま
す。

3.保証期間経過後の修理についてはお買い上げの
販売店または当社サービスセンタ一、営業所に
ご相談ください。修理によって機能が維持でき
る場合にはお客様のご要望により有料で修理い
たします。
4.アフターサービスについて、ご不明な点はお買
い上げの販売店または当社サービスセンター、
営業所にご遠慮なくご相談ください。

5-3. 故障とお考えになる前に

次のような症状は故障ではありませんのでお確かめください。下表に従って処置しでもなおご不審な場
合は、当社サービスセンターにご相談ください。

受信の場合

症状 原因 処置

POWERスイッチを入れでも表 1.電源コネクターと電源コード 1.差し込みを完全にする。
示が点灯せず音も出ない。 との差し込み不完全

2.ヒューズが切れている。 2.ヒューズを交換する。（再び切れる
3. DC安定化電源のスイッチが ときは故障）
入っていない。 3.スイッチを入れる。

POWERスイッチを入れでも正 マイクロプロセッサーの誤動作 1.電源電圧を確認する。
常に表示をしない。 (lOOV土lOV以内）

バッテリーは11.8V～16Vのものを
使う。
2. A二 B（またはA/B）キーをt甲しなカヨ
らPOWERスイッチをONにする。

POWERスイッチを入れると パックアップ用電池の寿命 4-12-1.項を参照してください。
14MHz USBの表示をし、メモ
リーの内容が消去されている。

アンテナをつないでも信号が受 1.スケlレチが動作している。 1. SQLつまみを反時計方向に回す。
信できない。
受信感度が低い。 2. ATTスイッチが入っている。 2. ATTスイッチをOFFにする。

3. REC/SENDスイッチカヨSEND 3. RECにする。
になっている。
4.マイクロホンのPTTスイッチ 4.すみやかにPTTスイッチを受信側
が送信側になっている。 にする。
5. AIPカヨONになっている。 5. AIPをOFFにします。



症状 原因 処置

アンテナをつないでも信号が受 RFつまみによって高周波回路の RFつまみを時計方向に回し切る。
信できずSメーターが振り切れ 利得を下げである。
る。
信号がない場合でもSメーター
が振れて、ある位置で止まって
いる。

信号を受信した場合、正しく復 MODEキーの設定が不適当 MODEキーを他のモードに変えてみ
調できない。 る。

RIT/XITつまみを動かしても周 RIT/XIT機能がOFFとなってい RIT/XITキーを押す。
波数が変わらない。 る。

SSBの受信音が極端にハイカツ IF SHIFTのつまみイウ晋不滴当 IF SHIFTつまみを中央（12時方向）に
トまたはローカットになってい する。
る。

UP/DOWNスイッチを押しても F.LOCK機能がONになってい F.LOCKキーを押す。
同調つまみなどを回しでも周波 る。
数が変化しない。

メモリースキャンが動作しな メモリーチャンネルに何も入力 周波数などをメモリーする。
し斗。 されていない。

ご注意
次の周波数でビート音が聞こえる場合があります。
5.000MHz, 10.000MHz, 20.000MHz, 30.000MHz, 40.000MHz, 50.000MHz(TS-690のみ）
この周波数以外にもビート音が聞こえる場合がありますが、これはセットの周波数構成によるもので故

障ではありません。（例：8.375MHz、18.863MHz、50.973MHz(TS690のみ））

送信の場合

症状 原因 処置

出力が出ない。 1.マイクロホン端子の差し込み 1.マイクロホンを確実に差し込んで
不良。 ください。
2. MICつまみが絞ってある。 2. MICつまみを時計方向に回してく

ださい。
3.アンテナの接続不良。 3.アンテナを確実に接続してくださ

しユ。

voxカヨf動かない。 1. GAINボリュームが反時計方 1. GAINボリュームを回し、適当な
向田し切りになっている。 位置にする。
2. ANTIボリュームつまみの調 2. ANTIボリュームを反時計方向に
整不良。 回し調整する。

vox動作の場合、スピーカーの ANTIボリュームの調整不良。 ANTIボリュームを時計方向に回し調
音でvoxが働いてしまう。 整する。

リニアアンプが働かない。 1.リニアアンプ用のリレーが動 1.動作状態にする。（0"4-18. リニア
作状態になっていない。 アンプとの運用）
2. REMOTEコネクターの接続不 2.正しい接続に直す。（〔'.r4-18. リニ
良。 アアンプとの運用）
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5-4.調整

ケースの取り外しと取り付け

下側ケースのカバーを取り付けている2本のねじを外します。
「一一一一一一一一
こ浬意
1.カパーを取り外し、または取り付ける前に、必

ずPOWERスイッチをOFFにし、 DC電源コー
ドを抜いてください。
2.カバーを取り付けるときに配線を傷っけないよ
うにしてください。

こ。注意：

指定部品以外には

絶対に触れないで

ください。

VR6：ビープ音の音量調
整ができます。

~ 
戸7ぃfネル

。
~ 

3r;,1~1主 000 0 00 0 
ロ0 00パ i 亡＝＝
U悶固固00 固図（
〕川刷d 口o u 

goδ 

n
Z
Aが

「

1
1
1
1
J

「

i
l
l－

L

fil oo口O IF叩 IT

口 O
口 0 臼 I )t£;£;t, 「ゴコ ｜ 

!l3l寸I丑 NOUdO ZH>t£;£;t, 。

VR7：サイドトーンの音量
調整ができます。

VR13：データ通信用変調
入力の調整ができ
ます。

VR23: FM運用時、使用す
るマイクロホンに

合わせて感度の調
整ができます。

SI：移動局の免許を申
請する場合、送信
出力を全パンド

50Wにパワーダウ
ンできます。
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1.トランシーパーの上下ケースを外します。

2.スピーカー取付け金具を外します。

3. PLLユ二ツトのシーJレドカバーを外します。

4. PLLユニットのTPl端子に付属のマーカー用コード
を差し込み、もう片方をRF基板のCAL端子に差し
込みます。

5. JJY /WWV(lOMHz, 15MHz）などを受僧します。

6. JJY/WWVのピート信号にマーカー信号が重なり、
ダブルビート（高低2つのビート音）が聞こえます。
そのビート音が正確に一致してダブルビートのうな
りの周期が最大（周波数は最小）になるようにトリ

マー（TCl）を調整します。

ご注意
本機は工場出荷時、規格内に校正されていますの
で、特に必要な場合以外、調整しないでください。

7.調整が終わったら、マーカー用コードを抜いてくだ
さし）0

ご注意
ユニットなどを元に戻すときに配線を傷っけな
いようにしてください。
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6. アクセサリー（別売）の組み込み
作業を始める前に、必ずDC電源コードを抜いてください。

6・I. フィルター

8.83118.83 
(SSB)I I (CW) 

~｛~，~Iレトく争

70 

運用のまえに

IF UNIT 

445 
(CW) 

図l

メニュー
フィノレター位置

番号

02 8.83(SSB) 

03 8.83(CW) 

04 455(CW) 

表1

~ 

フィルター表示

2.4k 

500 

500 

1.下側ケースのカバーを外します。

3.フィルターを取り付け、ねじで固定します。向きの
指定はありません。

4.カバーを元どおりに取り付けてください。

1. DC電源コードを接続します。

2. ENTキーを押したまま、電源スイッチを入れま
す。

3. M. CH/VFO. CHつまみを回して、メニュー番号を選
択します。（表1参照）

4. UPまたはDOWNキーを押して、表示をONにしま
す。

5. 2個以上のフィルターを同時に組み込んだときは3
と4を繰り返して操作します。

6.フィルターの設定が終わったら、 CLRキーを押し
ます。

ご注意
YK-88SN-1とYG-455CN-1を取り付けた場合、
YK・88SN-1は 2.4k 表示となり、 YG-455CN-l
は 500 表示となり、それぞれ実際の帯域とは
異なります。





6-4. 温度補償型水品発振ユニット（SO・2)

〈〉〈）
CAR UNIT 

る
図1

nuwmH 
巳

己コ（＇） !3 
「－

PLL UNIT 

二↓

図2
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1.上側ケースを外します。

2.スピーカー取り付け金具を外します。

3. PLLユニットのシールドカバーを外します。（図1)

4. PLLユニットのCN3の同軸コネクターを抜きます。
プリント板のねじを外し、引き起こします。（図2)

5.ジャンパ一事事羽T4，羽T5をカットします。（図2)

6. S0-2を指定位置に取り付けて、はんだ付けしま
す。（図 2)

7. CN3の同軸コネクターを差し込み、プリント板のね
じを締めます。

ご注意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ
の聞に挟まないようにしてください。

8.シールドカバーとスピーカー取り付け金具を付けま

す。

ご注意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ

の聞に挟まないようにしてください。

9.ケースを元どおりに取り付けてください。

J主意
作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ

の聞に挟まないようにしてください。



6-5 オートアンテナチューナー（AT-450)

ネ』

図l

図2

1.上下ケースを外します。

』｝王意

オプションフィノレターが組み込まれているとき
は、必要な作業以外、下側ケースを取り付けて作
業してください。

2. AT-450を3本のねじで取り付けます。（図1)

3.フラットケーブノレをコントロールユニットのソケッ
トに差し込みます。（図2)

4.フィルターユニットのシールドカバーを外します。
（図2)

5. 7ピンコネクターをフィルターユニットのCN9に差
し込みます。（図2)

6.同軸コネクター（白チューブ付き）をフィルターユ
ニットのCN3に差し込みます。（図2)

7.もう一方の同軸コネクターをフィルターユニットの
CN4に差し込みます。（図2)

8.フィルターユニットのW5をカットします。（図2)

9.フィノレターユニットのシールドカバーおよび上下
ケースを取り付けます。

』迂意

作業の際に指を挟んだり、配線を基板とシャーシ
の聞に挟まないようにしてください。

運用のまえに
1. ENTキーを押したまま、電源スイッチをONにします。

2. M.CH/VFOつまみを回してメニュー番号の01を選択
します。

3.表示がOFFになっていることを確認します。

4.表示がONの場合、 UPまたはDOWNキーを押して、表
示をOFFにします。（外部アンテナチューナーモードを
内部アンテナチューナーモードに切り換える）

5. CLRキーを:J'I甲します。
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6-6. パワーアップキット（PA・450)

ご注意
このパワーアップキットは、 TS-450V/690VのHF帯終段入力を200Wにするためのキットです。
TS-450D/690DからのパワーアップについてもPA・450を使用しますが、内部回路の改造を伴いますので、

当社サービスセンターにお問い合わせください。
測定器をお持ちでない方は販売店または当社サービスセンターで行ってください。有料となります。

なお、調整のみを依頼するときも有料となります。
パワーアップ後は、本体に付属のDC電源コードは使用できなくなります。別売のDC電源コードPG・2X

が必要です。

回用意する工具、測定器と付属ねじ

青三 名称 長さ 個数

官 ら：べねじ 8mm 5 

管 なべねじ 4mm 2 

官
タップタイト

6mm 1 
ねじ・lOWファイナルユニットの取り外し

ご注意

・プラスドライノfー

用途 ・リードペンチ
・調整棒

TRQ4/5用 ・50.0（耐電力100W以上）のダミーロードと通過形電力

計または終端形電力計
ファンモータ用・ 5A程度の電流が測れる電流計またはテスター

・13.8V,20A以上のDC安定化電源（PS-53など）

サーミス々 用・ DC電源コードPG-2X（別売）
, ,,. ・M型コネクター付き同軸ケーブル（5D・2V以上、 lm
程度）

1.はじめに、 POWERスイッチをOFFにし、 DC電源コードを抜いてください。
2.取り外したねじは、取り付けの際必要となりますので、無くさないようにしてください。

3.関係のない配線に手を加えたり、配線を傷つけたりしないようにしてください。

作業が終わる毎に口にマークを入れておくと便利です。

口1. 上側ケースを外します。下側ケースのねじも外
しておきます。

Ji ノ lご注意
オプションフィルターが組み込まれていると

きは、必要な作業以外、下側ケースを取り付

6ゐ けて作業してください。

口2. フィルターユニットのシーノレドカバーを外しま
す。

口3. CNlの同軸ケーブノレを抜きます。
TS-690はCN2も抜きます。

口4. リード（赤色）付きコネクターを外します。

口5. 6本のねじを外しフィルターユニットをシャー
シごと起こします。

② ／＼＼  ／。 －’ ”－ 同－－咽旬、・－〆〆

／ 
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団占ゐ口
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（底面）

・lOOWファイナルユニットの取り付け

匂Zて乾－D
~©閥弘

① 

（；主）

（注）．長いねじは故障の原因に

なりますので使用しない
でください。

このコネクターは、
後でIOOWファイナル

ユニットのCNSとCN9に接続します。

口6. W4から出ている赤黒コードのコネクターを
外します。（TS-690Vで既にPA-51が組み込
まれているときのみ）

口7. W5から出ている赤白コード2本のコネク
ターをタ卜します。

口8. W6から出ている 4本のリード付きコネク
ターを中継コネクター側で外します。
(TS-690Vで既にPA-51が組み込まれている
ときのみ）

口9. CN2,3,4,6に接続されているコネクターを外
します。

口10.WI（ファイナル入力）に接続されている同軸
コネクターをRFユニット側で外します。
TS-690の場合はCN7に接続されている同軸
コネクターも外します。

口11 ICI,2,3をシャーシと接触させているスプリ
ングをリードペンチで外します。

口12.DCソケットの十（赤コード）に接続されてい
るコンデンサをタトします。

口13 DCソケットを外します。

Li"' 
｜｜ 〉ツメを強く押してセット

t:?" ~ 内部に押し込みます。

r~ノ

口14.プリント板を取り付けている6本のねじと、
トランジスターを取り付けている4本のねじ
を外します。

口1. ファンモーターを付属の短い方（4mm）のな
べねじ2本で取り付けます。

口2. シリコンコンパウンドをトランジスタの取
り付け位置（図の務部分7か所）に均一に少量
塗ります。

シリコンコンパウンドを塗るときは、手や

衣服につかないように注意してください。

誤って手や衣服についたときは、洗剤で洗
い流してください。
また、使用後のチューブはお子さまの手の
届かない所に保管してくださし〉。

口3. トランジスタQIの取り付け部へIOWファイ
ナルのQIの位置にあった絶縁板を移動し、

その上にシリコンコンパウンドを塗りま

す。その際、トランジスタQIの取り付け部
の穴位置と絶縁板の孔を合わせてくださ
しユ。
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口4. IOOWファイナノレユニットを放熱器にのせ、
トランジスタ Qlを付属の長い方（8mm）のな
べねじで仮止めします。その際、トランジ
スタQlに付いている絶縁ワッシャーが浮き
上がったりしていないか確認してくださ

口5 トランジスタ Q4,Q5を付属の長い方（8mm)
のなべねじで仮止めします。

口6. トランジスタQ2,Q3, Q6, Q7をP75の手順14
で外したなべねじで仮止めします。

口7. タップタイトねじでプリント基板を放熱器
に仮止めします。

口8. 仮止めした部分に無理が掛かっていないこ
とを確認し、すべてのねじを確実に締め付
けます。

日9. サーミスタを付属のタップタイトねじで
シャーシに耳又りイ寸けます。

日10.DCコネクターを取り付けます。
口11.サージアプソーパをシャーシに取り付けま
す。

ご注意

このときDCコネクター側のリード線がお互い
に接触したりシャーシに接触しないこと。

口12.ICl,2,3をスプリングでシャーシに固定しま
す。

口13.Wーから出ている赤白コード 2本のコネク
ターを取り付けます。

口14.W4から出ている赤黒コードを取り付けま
す。（TS-690Vで既にPA・51が組み込まれて
いるときのみ）

口15.W6から出ている 4本のリード付きコネク
ターを中継コネクター側で取り付けます。
(TS-690Vで既にPA・51が組み込まれている
ときのみ）

口16.CN2,3,4,6(TS・690のみ），にコネクターを取り
付けます。

口17.ファンモータのリードイ寸きコネクターを
CNSとCN9に取り付けます。

口18.Wl（ファイナル入力）に接続されている同軸
コネクターをRFユニット側に取り付けま
す。
TS-690の場合はCN7に同軸コネクターも取
りイ寸けます。

口19.取り外したIOWユニットのCNlについてい
た同軸コネクターを、 100羽7ユニットのCNl

に取り付けます。
口20.配線のスタイルどりをします。



電源

トランシーパー

〔接続例〕

ファイナルユニット

暗
唱 目白骨l目

・調整

[1］アイドリング調整

ご注意
パワーアップキットは工場出荷時にあらかじ
め調整きれていますので、必要以外との調整
は必要ありません。

1. DC安定化電源とDC電源コードの＋側との間に
電流計を接続します。ダミーロードまたは終端
形電力計をANTコネクターに接続します。

2. DC電源コードPG2Xを接続します。

3. VR1,VR2を反時計方向に屈し切ります。

4. DC安定化電源のPOWERスイッチをON、つづ
いてトランシーパーのPOWERスイッチをONに
します。

5.周波数を14.200MHz、モードをUSBにします。
MICつまみは反日寺言十方向に回し切り、 MIC端子
にはマイクロホンを接続しないでください。

6. REC/SENDスイッチをSENDにします。

7.このときの電流計の値口。（A）］を配録しておきま
す。

8. VRlを少しずつ時計方向に閉して、 Io(A）十
250(mA）になるように調整します。このときの
電流計の値［I1(A)=Io(A）十250(mA）］を記鎌して
おきます。

9. VR2を少しずつ時計方向に屈して、 I1(A）十
250(mA）になるように調整します。

10. REC/SENDスイッチをRECにします。

11. トランシーノてーのPOWERスイッチをOFFに
し、 DC安定化電澱のPOWERスイッチも OFF
にします。

12. 6本のねじでフィ／レターユニットを取り付‘けま
す。

13.リード（赤色）付きコネクターを取り付けます。

14. CNlおよびCN2の同軸ケープ勺レを取り付けま
す。

15.フィルグーユニットのシールゾカバーを取り
イ寸けます。

16.ケースを取り付けます。
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[2］パワー調整

1.下側ケースを外します。

2. DC電源コードを接続し、 ANTコネクターに終
端形電力計、または夕、ミ←ロードと通過形電力

計を接続します。

3. DC安定化電源のPOWERスイッチをON、つづ
いてトランシーノてーのPOWERスイッチをONに
します。

4.周波数を14.200MHz、モードをcwにします。

5. VR15を反時計方向に回し切ります。

6. CARつまみを中央にして、 REC/SENDスイッチ
をSENDにします。

7. IFユニットのVR15を時計方向にゆっくり回し
て、 ANTコネクターに接続した電力計でlOOW
に合わせます。

ご注意
lOOW以上にすると、高価なファイナルトラ
ンジスタなどを破損させることがあります。

。。 「一一一

v~a,o－圏圏園 L一一一

口早旦包l』~is

IFユニット

固固

j' 
じ

8. REC/SENDスイッチをRECにします。

TS-690Vの場合

続けて50MHz帯の調整をします。
1.周波数を52.20MHz，モードをcwにします。

2. REC/SENDスイッチをSENDにします。

3. IFユニットのVR20を反時計方向に回して、電
力計の指示がlOWになるように調整します。

ご注意
lOW以上にすると、高価なファイナルトラ
ンジスタなどを破損きせることがあります。

4. REC/SENDスイッチをRECにします。

TS・450Vの場合

続けて温度プロテクションの調整をします。

1. AT TUNEキーを押しながらPOWERスイッチ
をONにします。
2.周波数を14.2MHz、モードをcwにします。
3. PWRつまみを時計方向に回し切り、 CARつま

みを中央にします。
4. IFユニットのVR20を反時計方向に回し切りま

す。
5. REC/SENDスイッチをRECにします。
6. IFユニットのVR20を時計方向に回して、電力
計の指示がlOWになるように調整します。
7. REC/SENDスイッチをRECにします。
8. POWERスイッチをOFFにします。
(POWERスイッチをOFFにしないと、温度プ
ロテクションの調整モードが解除されず、出

力はlOWのままとなります。
[3]28MHz帯のパワー調整

1. SlをONにし周波数を14.200MHz、
します。

モードをcwに

2. REC/SENDスイッチをSENDにします。

3. IFユニットのVR19を回して、電力計の指示が
50Wになるように調整します。

4. REC/SENDスイッチをRECにし、Slをもとに戻します。

[4］内蔵パワーメーターの調整

1.周波数を14.200MHz、モードをcwにします。

2. REC/SENDスイッチをSENDにします。

3. PWRつまみを回して、電力計の指示が90Wにな
るように調整します。

4. IFユニットのVR21を回して、パワーメーター
のlOOWのドットが点灯する直前に合わせま
す。

5. REC/SENDスイッチをRECにします。

孟玉三~~~電車 8

IFユニット

RFM 

VR21闇圏

引

回

附

ート

13じ
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IF斗ニット
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VRI~里吉富。

圃改造後について
バワーアップの改造をしますと、ぞの後のアマ
チュア無線局の運用について法的扱いが変わって
きますのでご注意ください。
1.第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要で
す。

2. PA・450を取り付けたときは、 JARLの登録機種
としては取り扱われません。従って、保証願書
の提出時にJARL指定の用紙に送信機系統図を
記載して添付してください。

申請書の書き方は、 87ページを参照してくださ
い。

[5］プロテクションの調整

1. 「司波数を14.200MHz、モードをcwにします。
PWRつまみは時計方向に回し切ってくださいc

2. REC/SENDスイッチをSENDにします。

3. CARつまみを回してパワーメーターの指示が
40Wになるように調整します。

4. REC/SENDスイ、ッチをRECにします。

5. ANTコネクターから終端形電力計、またはダ
ミーロードと通過形電力計を外します。

6. REC/SENDスイッチをSENDにします。

7. IFユニットのVR16を回して、パワーメーター
の指示の4ドット目が点灯するように調整しま
す。

8. REC/SENDスイッチをRECにします。

[6］ローパワーの調整

1.周波数を14.200MHz、モードをcwにします。

2. REC/SENDスイッチをSENDにします。

3. TX MキーでALCにします。

4. CARつまみを回して、 ALCのゾーン最大になる
よろに合わせます。

5. PWRつまみを反時計方向に回し切ります。

6. IFユニットのVR18を回して、電力計の指示が
IOWになるように調整します。

7. REC/SENDスイッチをRECにします。

以上で調整は終了です。上側および下側ケースを
元どおり取り付けてください。

.HFの全バンドを50Wにするには

50Wにパワーダウンするには、 IFユニットのSlを
ONにしてください。

ご注意
TS・690VのHF帯のみペワーアップしてからSlを
ONにすると、 50MHz帯の送信出力も変化しま
す。

IFユニットのVR20を調整して最大出力をlOW
に再調整してください。
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6同7. パワーアップキット（PA・51)
(TS・690Vのみ）

こ注意
このパワーアップキットは、 TS-690Vの50MHz帯送信出力を50Wにするためのキットです。 TS・6900か
らの改造については、当社サービスセンターにお問い合わせください。
測定器をお持ちでない方は販売店または当社サービスセンターで行ってください。有料となります。
なお、調整のみを依頼するときも有料となります。
パワーアップ後は、本体に付属のDC電源コードは使用できなくなります。別売のDC電源コードPG-2Sま
たはPG-2Xが必要です。将来、 HF帯もパワーアップしたい方はPG-2Xを購入してください。

・用意する工具、測定器

． 

・プラスドライパー

・調整棒
・500（耐電力100W以上）のダミーロードと通過形電力
計または終端形電力計
・5A程度の電流が測れる電流計またはテスター
・13.SV,20A以上のDC安定他電源（PS-53など）
・DC電源コードPG-2SまたはPG-2X（別売）
•M型コネクター付き同軸ケーフソレ（5D-2V以上、 lm
程度）

1.上ケ←スを外します。

2.背面のカバーを外します。

3.フィルターユニットのシールドカバーを外します。

4. 10羽7ファイナルユニットからフィルターユニットの
CN2に接続されている同軸ケーブルを外します。
（この同軸ケーブルは使用しません。）

5.パワ←アップユニットから出ている短い方の同軸
ケーブルをlOWファイナノレユニットのCN2に接続し
ます。

6.パワーアップユニットを3本のねじで取り付けま
す。

ご注意
線材をシャーシ聞に挟まないでください。

7.チューブの付いている方の同軸ケープルをフィ Jレ
ターユニットのCN2に接続します。

8. 4ピンのコネクターを接続します。

9.電源コードのコネクターを接続します。

I AT.l= ＂／ト！

組み込みは終了です。
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・送信出力調整（1)

ITS-690Vで川Z帯のみパワーア yプし｜
たとき ｜ 

1. DC電源コードを接続し、 ANTコネクターに終端
形電力計、またはダミーロードと通過形電力計を
接続します。
2. DC安定化電源のPOWERスイッチをON、つづい
てトランシーノfーのPOWERスイッチをONにしま
す。
3.周波数を52.200MHz、モードをcwにします。
4. CARつまみを中央にして、 REC/SENDスイッチを
SENDにします。
5. IFユニットのVR15を時計方向に回して、 ANTコ
ネクターに接続した電力計で50Wに合わせます。

ご注意
50W以上にすると、高価なファイナノレトラ
ンジスタなどを破損させることがあります。

亡
f

一一∞一一一品川

IFユニット

じ
6. REC/SENDスイッチをRECにします。
7.周波数を14.200MHz、モードをcwにします。
8. REC/SENDスイッチをSENDにします。
9. IFユニットのVR20を反時計方向に回して電力計
でIOWに合わせます。

ご注意
IOW以上にすると、高価なファイナルトラ
ンジスタなどを破損させることがあります。

圏圏

10. REC/SENDスイッチをRECにします0

・プロテクションの調整

1.周波数を14.200MHz、モードをcwにします。
2. PWRつまみを時計方向に回し切ります。
3. REC/SENDスイッチをSENDにします。
4. CARつまみを回して、電力計の指示が4Wになる
ようにします。
5. REC/SENDスイッチをRECにします。
6. ANTコネクターから電力計を外します。
7. REC/SENDスイッチをSENDにします。
8. IFユニットのVR16を回して、トランシーパーの
ノTワーメーターの6ドット目が点灯するようにし
ます。
9. REC/SENDスイッチをRECにします。

IFユニッ卜

じ
・送信出力調整（2)

TS・690VでHF帯と50MHz帯を同時にパワー
アップしたとき

圏固

まずHF帯の調整を行います。（77～79ページ参照）

次に50MH帯の調整を行います。

1.周波数を52.200MHz、モードをC羽7にします。
2. CARつまみを中央にして、 REC/SENDスイッチを
SENDにします。
3. IFユニットのVR17をゆっくり回して電力計で
50Wに合わせます。

ご注意
50W以上にすると、高価なファイナルトラ
ンジスタなどを破損させることがあります。孟こ園？？里ろ圏 U

IFユニット
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6・8. アクセサリ一一覧表

品名 モデル 備考

PS-23 Vタイプに使用できます。

DC安定化電源 PS-33 S, D,Vタイプに使用できます。

PS-53 連続送信に使用できます。

PG-ZS D, Vタイプ用

DC電源コード
PG-2Z Sタイプ用

タ十音日スピーカー SP-23 

乱1C-43S
UP/DO羽TNスイッチイ寸き、ハンドマイク
ロホン

お1C-60/S8
UP/DOWNスイッチ付き、単一指向性ダ

イナミック型
マイクロホン UP/DOWNスイッチ付き、無指向性エレ

民1C-80
クトレットコンデンサー型

MC-85 
UP/DOWNスイッチ付き、単一指向性エ

レクトレットコンデンサー型

ヘッドホン HS-5, HS-6 

温度補償型水晶発振ユニット S0-2 

音声合成ユニット VS-2 

トーンユニット TU-8 レピータ用トーンエンコーダー

デジタJレシグナル
DSP-100 

プロセッサー

SSBフィルター YK-88S-1,YK-88SN-l 

YK-SSC-1, YK-SSCN-1, 

cwフィルター YG-455C-1, YG-455CN-1, 
YK-455C-1 

内蔵オートアンテナチューナー AT-450 

外部オートアンテナチューナー AT-300 

インターフェイス IF-232C 

リニアアンプ TL-922 ブノレブレークイン運用はできません。

50MHz帯ノTワーアップキット PA-51 TS幽690Vのみに使用できます。

HF帯パワーアップキット PA-450 
TS-450V /D, TS-690V /Dタイプに使用で

きます。

車載アングル MB-430 

ローノfスフィルター LF-30A 

MB-430の取り付け

スベーサーを取り付けます。 トランシーパーを耳文り付けます。
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7.参考

申請書の書き方・TS-450V
市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

別希望する周波数町範囲、空中線電力、電i皮肉型式

周波数帯 ｜空中韓電力｜ 電波町型式 II 周波数帯 ｜空中腕力 電波町型式

〕

〕

一一トー

一、J
一、J

－一’一

rhJ一、J一

n 工事設計 草1送信機 事2送信雄 第3送信機 車4送信機

変更町種別 取管増設撤去変更 取替増設撤去変更 取嘗増設撤去費E 取替噌置撤去聖E

技簡基卓通骨証明書号

;, 11111 
3.BMH 

発射開J能主 Al 7MH 1~1 _14MH 
電i庄の型式、 18MH 

周波数町範側
21恥rn
24MH 

Al 10品rn

1t~f1{2sMHzll} 

一 平衡変調
変調町方式 低電力変調

リアクタンス変調

定格出JJ 10 w w w w 

終 名称個数 2SC2509X 2 

段

管 電 圧 13.8 V V V V 

通信空中輔の型式 7聞櫨量制定量置lA有（誤差 ) B無
その他の工事設計 電波法事3章に組定する条件に告致している 11語付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注！）
⑦糊するプース ⑧付属装置 ⑨ 
タ町型名寄（注2) （注3)

記入例 FB-599DX 自作ブースタ 有

第l送信機
TS 450Vまたは

有B104S 

第2送信機 有

ーEι3' 
第3送信機 有 数

第4送信機 有 関
係

第5送信機 有 な
く

第6送信機 有
千

第7送信機 有
円

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項．この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3章に規定された条件に合致しています。

ご注意
1.第4級アマチュア無線技士の方は、 Alおよび1.9MHz帯、 10MHz帯、 14MHz帯、 18MHzは記入
しないでください。
2.第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでください。
3.※使用する空中線の型式を記入してください。

.TS-450D 
第3級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請して
ください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂希望する周波数的範囲、空中線電力、電波町型式

周披歓帯 ｜空中腕力｜ 電波町型式 II 周波数帯 ｜空中韓電力

1.9M '.I 25 :,I Al. • • • ') 
，＿.，ーー ドヤ一 一一一一一一ーー一 一一一一一一一一ベー－オt-

3.5M 1,1 25 1,1 Al .A訂.A3，・）

電波町型式
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＂工事設計 第1送信機 第2送信機 第3送信機 第4送信機

変更の種別 取管増設撤去賓E 取替増設撤去変更 取替増設撤去費E 取替増誼撤去聖E

技栴基準適骨証明書号

3.5恥4
3.BM 

発射可能な

竜波向型式、 A 18M 

悶i度数の範捌
21恥伍
24M 

Al IOM 

1t~JJ{ 28MHz•:I’ l 
←一一

平衡変調
変調町方式 低電力変調

リアクタンス変調

定格出jJ 25 w w w w 

終 名称個数 2SC2879 x 2 

段

管 電 圧 13.8 V V V V 

通信空中輔の型式 ｜周誼量制定葺置iA有｛誤差 ) B無

その他の工事置計 竜雄法第3章に規定する条件に合致している｜ 添付図面 ｜臼送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注！）
⑦接続するプーz⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注2) （注3)

記入例 FB-599DX 自作ブースタ 有

第I送信機
TS 450Dまたは

有Bl05S 

第2送信機 有

t, 
第3送信機 有 数

第4送信機 有 関
係

第5送信機 有 な

く

第6送信機 有
千

第7送信機 有
円

第自送信機 有

第目送信機 有

第10送信機 有

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3章に規定された条件に合致しています。

ご注意
1.第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでください。
2.※使用する空中線の型式を記入してください。

回



置TS-450Sを固定局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS-450Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

•rs-450Sを移動局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS-450Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面） ・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂晶望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式 ＂希望する周波数の範囲、空中線電力、電 1皮肉型式

周波数帯 ｜主中韓電力阿波数帯 ｜空中韓革力 電波円型式 電波町型式 局波数帯 i空中蒔主h 電i症の型式 周波数帯 i空中轟電力 電波町型式

EW性で VI V V V 

" J.:事設計 事1送信機 第2送信機 事3送信機 第4送信機

変史的種別 取岱増設撤去変更 lit替増設撤去変E 取替増設撤去変E 取替増設撤去変E

tt開基準適合証明番号

I Al l.9MHzi 3.5MHz 
3.8MHz 

A:lJ 14MHz:t”z 持l岱i'. 「電i庄内司，，式、 A3 18MHz 
21MHz 

周波数の範阿 24MHz 
Al 10MHz 

1A:~i1128恥rnz'l1
｝一一ー一一一一一一一一一一←一一一一

平衡変調

変調的方式 低電力変調

リアクタンス変調

定格出力 50 明 w w w 

終 名称イ回数 2SC2879X 2 

段

管 電 圧 13.8 V V V V 

送信空中轄の型式 ｜周誼世醐主葺置 IA有（誤差 ) B無

その地の工事設計 電波法事3章に規定する条件に合致している｜ 添付図面 ｜口送信機系統図

" 工事設計 第1送信機 ｜ 革2送信機 ｜ 事3送信機 ｜ 第4送信機

変更の種別 取管場設撤去変＂ I取件増設撤去変史｜取岱嶋茂撤去変更！取普増設撤去変更

!l高基準適合証明書号

付
巾
川
品
川
榊
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川
帯
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山
帯
川
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助
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数

射

法

波

発

屯

同

' ト一一一一一一一一一一一一一
平衡変調

変調の方式 ｜低電力変調

リアクタンス変調

定格II',1, I 100 w w 、制 w 

!__i!J，空中幅の型式 1 1周雌腕時IA有（誤差 ） B無

利他の工事設計｜電i度法制章に抗する条件に合致している l 添付図面 l口送信機械図

・アマチュア局免許申請の保証願 ・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置） 使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（i主1)
⑦持続するブス ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注2) （注3)

記入例 FB-599DX 自作プースタ 有

第l送信機
TS 450Sまたは

有
B106H 

第2送信機 有

4仁3a、

第3送信機 有 数

第4送信機 有 関

係

第5送信機 有 な

く

第日送信機 有
千

第7送信機 有
円

第8llij日機 有

第9送fj繍 有

第10送信機 有

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第 3章に規定された条件に合致しています。

送信機番号 ⑥送信槻の型名等（注1) 
⑦揖続するフース ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注2) （注3)

記入例 FB-599DX 自作ブースタ 有

第 1送信機 TS 450Sまたは 有
Bl06M 

第2送信機 有

ぷ＂＇品、

第3送信機 有 数

第4送信機 有 関
係

第5送信機 有 な
く

第6送信機 有
千

第7送信機 有
円

第8送信機 有

第9l重信機 有

第10送信機 有

その他の事項。この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第 3章に規定された条件に合致しています。

ご注意 ｜ ｜ご注意
※使用する空中線の型式を記入してください。 I i※使用する空中線の型式を記入してください。
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•rs・690V
市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請してください。

・無線局事項書及びエ事設計書（裏面）

n 工事設計 第1送信機 車2送信機 第3送信機 第4送信機

変更の種別 取替増設 t散去変更 取管増設徹去変更 取E季地誼撤去変更 取替増設』散去変直

技開基準適合証明番号

Al 19,JH~帯帯帯帯帯帯3.5MH 
3.BMH 

A3J 14MI王

屯波の.，，，式、 Al )f~~~帯帯帯符帯
周波数の範側 24MH 

Al lOMH 
i ALA3Jf28MH 
A3,F3 SOMH 

平衛変調
変調の万式 低電力変調

リアクタンス変調

定絡出力 10 w w w w 

終 名称個数
2SC2509X2 

M57735 X 1 (50MHz帯）
段

管 電 圧 13.8 V V V V 

通信空中輔の型式 ｜間世量制定量置 IA有（誤差 ) B無

その他の工事設計 電波法第3章に規定する条件に合致している！ 添付図面 l口送信機系統闘

・アマチユア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑤送信機の型名等（注1)
⑦接続するブース ⑧ i隅装閏 ⑨ 
タの型名等（注2) (ii 3) 

記入例 FE 599DX 自作ブースタ 有

第1送信機
工己 690Vまたは

有B101S 

第2送信機 有

台
第3送信機 有 数

第4送信縄 有 関
係

第5送信機 有 な

く

士官6送信機 有
千

第7送f,-j機 有
円

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送｛ι機 布［

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3寧に規定された条件に合致しています。

ご注意

1.第4級アマチュア無線技士の方は、 Alおよび1.9MHz帯、 10MHz帯、 14MHz帯、 18MHzは記入
しないでください。
2.第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでぐださし〉。
3.※使用する空中線の型式を記入してください。

.TS-690D 
第3級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請して
ください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

n 工事設計 草1送信機 事2送信機 第3送信機 革4送信機

変更の種別 耳＇嘗増設倣去変更 取普増設撤去変E 取普増設撤去変更 取替増設撤去変更

技術基準適合証明番号

Al 
1 ‘ 9MHz骨F’4也百百企企T, 子量aド' 3晶5品1:Hz
3 8MHz 

発射可能な Al 
7MHz.，帯帯帯叩：；叱} 子A3J 14MHz 

屯波町閉式、 A3 18MHz 
21MHz 

問波教の範附 24MHz 

Al 10MHz帯＇：？・，.す' ーALA刊28MHz
A3,F3 50MHz 

←一一
平衡変調

変調グ）方式 低電力変調

リアクタンス変調

定格出力 25 w w w 、v
終 名称個数

2oC2R79×2 

2:iC2879X2(50MHz措）
段

管 電 圧 13.8 V V V 

送信空中輔の型式 ｜周櫨量制定華置 IA有（誤差 ) B無

その他の工事設計 電波法第3章に現定する条件に惜している｜ 添付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑤送信機の型名等（1主I)
⑦接較するフ ス ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注2) （注3)

記入！日j FE田599DX 白作ブースタ 有

第I送信機
TS 690Dまたは

有Bl02L 

第2送信機 有

ti 
第3送信機 有 数

第4送信機 有 関
係

第5送信機 有 な

く

第6送信機 有
千

第7送｛バ権 有
円

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3章に規定された条件に合致しています。

ご注意
1.第3級アマチュア無線技士の方は、 10MHz帯、 14MHz帯は記入しないでください。
2.※使用する空中線の型式を記入してください。
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•rs-690Sを固定局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS-690Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂希望する周波数の範囲、空中線電力、電波町型式

周波数帯 ｜空中韓電力 電波町型式 周波数帯 ｜空中韓電力 電波町型式

＂工事設計 革1送信機 第2送信機 車3送信機 第4送信機

変更の種別 取替増設撤去変更 取替増設撤去 n 取替増設撤去変更 取替噌設撤去聖E
fl甫基準適合証明番号

発射可能な Al 

電波町型式、 111 
周波数的範阿

Al 
Al, 
A3, 

」一一一

平衡変調

変調の方式 低電力変調

リアクタンス変調

定格IP,/1 100 明 w 明 w 50 

終 名称梱数
2S0879 X2 
2SC2879 x 2(5nMHz帯）

Ui' 

菅 電 圧 13.8 V V V V 

通信空中障の型式 ｜周世量制定装置 IA有（誤差 ) B無

その他の工事誼計 電波法第3章に規定する条件に合致している l添付図面 ｜口送信雄系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーハ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注I)
⑦揖続するフ〕ス ⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注2) ｛注3)

記入例 FB 599DX 自作ブースタ 有

第 l送信機
TS 690Sまたは

有B103H 

第2送信機 有

－仁Lヨa、

第3送信機 有 数

第4送信機 有 関

係

第5送信機 有 な

く

第6送信機 有
千

第7送信織 有
円

第8送信機 有

第日送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の賀及び空中線電力は、電波法

第 3章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※使用する空中線の型式を記入してください。
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・TS-690Sを移動局で申請するとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS-690Sで申請する場合、市販の申請書に下記の事項をまちがいな
く記入の上、申請してください。

ご注意

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

剖希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式

周波数帯 ｜空中韓電力 電波の型式 周波数帯 ｜空中韓電力 電i皮肉型式

" 工事設計 ｜ 草1送信機 ｜ 草2送信機 ｜ 革3送信機 ｜ 第4送信機

変更の種別 ｜附増設撤去変更｜醐増設惜去変更｜取替増設撤去変更｜哨増設撤去変更

技楠基準過fr証明番号

発射可能主

電波の別式、

周波数の範附

変調の方式

定格/1',}J

料 名称j回数

段ト一一一一一

菅電圧

Al 1. 9MHz・:il 
(3.5MH凶作
I 3.8恥1Hz•：仔

Al I 7MHz l作
A3J i 14MH副作
A3 I lSMH凶作
I 21MHz•:r1 
I 24'在Hz・：仔

Al lOMHz・:ll 
Al.A3J/28MH凶作
A3 F3 ¥50MHz都

千衡変調

低電力変調

リアクタノス変調

50 W 

2SC2879 X2 
2S0879 x 2(50MHz帯）

13.8 V 

w w w 

V V V 

通信空中組問型式｜ ｜周雄監制定韮置 IA有（誤差 ） B無

その他の工事訴十！電i肱革3章に現定する条件に合致している｜ i需付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注I)
⑦接続するブーz⑧付属装置 ⑨ 
タの型名等（注2) （注3)

記入例 FB-599DX 自作ブースタ 有

第I送信機 TS-690Sまたは 有B103M 

第2送信機 有
ぷCl品、

第3送信機 有 数

第4送信機 有 関
係

第5送信機 有 な
く

第6送信機 有
千

第7送信機 有
円

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第 3章に規定された条件に合致しています。

※使用する空中線の型式を記入してくださしユ。



•rs-450VにPA・450を取り付けたとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。申請する場合は市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入
の上、申請してください。
※印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

周波数帯 ｜空中韓電力 電波町型式

＂工事設計 第1送信機 第2送信機 事3送信機 事4送信機

変更の種別 取替増詰撤去変更 取嘗増設撤去変更 取替増設撤去変更 取嘗噌茸撤去変更

技lfi基準適合証明番号

3.8MHz 
発射可能な

屯波町剤式、 A3 18恥1Hz・:
21MHz・: 

周波数の範附 24MHz 
Al 10MHz 

11:~]1{ 28MHz-：一"' 
ι一一

‘ド向J変調
変調の方式 低，i;JJ変，j,j

IJアクタンス変制

定格H',!J 100 w w w w 

終 名称個数 2SC2879×2 

段

菅 電 圧 13.8 V V V V 

通信空中輔の型式 1融制措置lA有（誤差 ) B無

その他の工事設計 電波法第3章に盟主する条件に合致している｜ 添付図面 口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注1)
⑦接続するブース ⑧付属装置

タの型名等（注2) （注3)

記入例 FB・599DX 自作ブースタ 有

第l送信機 自作 有

第2送信機 有

第3送信機 有

第4送信機 有

第5送信機 有

第6送信機 有

第7送信織 有

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※使用する空中線の型式を記入してください。
・申請の際は送信系統図が必要です。

⑨ 

ti A、
数

関
係
な

く

千
円

.TS-690VにPA-450を取り付けたとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。申請する場合は市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入
の上、申請してください。
※印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

周波数帯 ｜空中韓電力 電波の型式

" 工事設計 事1送信機 第2送信機 第3送信機 第4送信雄

変更の種別 取腎増設撤去変更 ］（普増設撤去変更 取管増設撤去変更 取替相誼撤去変更

技桁基準適合証明番号

Al 1.9MHz格帯帯帯待子3.5MHz 
3 8MHz 

発射可能な Al 7MHz 
A3J 14MHz 

電波町型式、

A3 18Mi~者帯帯帯帯帯手周波数の範同
21恥4
24恥4

Al 10M 
Al, 28M 
A3 ~］1(so恥任

ト一一 ← 
、F衡変調

変調的方式 低屯）］＇~調

リアクタンス変調

定栴出}j 100 w w w w 10 

許 名称個数
ZSC2879X 2 
M57735 x 1150MHz帯）

段

管 電 圧 13.8 V V V V 

送信空中韓の型式 ｜周櫨世制定華置 IA有（誤差 ) B無

その他の工事設計 電蹴草3章に粧する条件に合致している｜ 添付図面 l口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等（注I)
⑦接続するブース ⑧付属装置

タの型名寄（注2) (z主3)

記入例 FB-599DX 自作ブースタ 有

第l送信機 自作 有

第2送信機 有

第3送信機 有

第4送信機 有

第5送信機 有

第6送信機 有

第7送信機 有

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項 この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3章に規定された条件に合致しています。

ご注意
※使用する空中線の型式を記入してください0
・申請の際は送信系統図が必要です。

⑨ 

ii 
数

関
係
な

く

千
円
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•rs・690VにPA・51 を取りイ寸けたとき
第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。申請する場合は市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入
の上、申請してください。
※印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。

・無線局事項書及び工事設計書（裏面）

＂希望する潤波数町範囲、空中線電力、電 i庄内型式

＂工事設計 第1送信機 草2送信機 車3送信機 事4送信機

変更向精月IJ 取符増設撤去変史 取替増設撤去変更 取l}増設 l激去変更 取替増設撤去変更

桂樹基準適合証明番号

Al 1.9/!Hz骨帯帯帯帯手持子3 5MHz 
3 8MHz 

発射可能な Al 7MHz 
A3J 14MHz 

電池の型式、 A3 18MHz 

周波数の範川
21MHd骨告’符持子？ 24MHz 

Al 10MHz 
Al.A叫28MHz
A3,F3 50MHz 

平衡変調

変調内方式 低電力変調
リアクタンス変調

a:格出力 10 w w w w 50 

料 名称個数
2SC笥09X2

2SC2E79X2(50MHz帯）

段

管 電 庄 13.8 V V V V 

通信空中棋の型式 ！周櫨量制定装置 fA有（誤差 I B量

その他の工事設計｜電i蹴草3章に駐する条件に合致している｜ 添付図面 ｜口送信機系統図

・アマチュア局免許申請の保証願

使用するトランシーパ（送信装置）

送信機番号 ⑥送信機の型名等｛注I)
⑦接続するプ－J, ⑧付鴎装置
タの型名等（注2) （注3)

記入例 FB-599DX 自作ブースタ 有

第l送信機 nn, 有

第2送信機 有

第3送信機 有

第4送信機 有

第5送信機 有

第6送信機 有

第7送信機 有

第8送信機 有

第9送信機 有

第10送信機 有

その他の事項．この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

第3章に規定された条件に合致しています。

ご注意

※使用する空中線の型式を記入してください0
・申請の際は送信系統図が必要です。
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⑧ 

台
数

関
係
な

く

千
円

.RTTYの申請方法
本機により、RTTY(RadioTeletype）を併せて申請する場合は、電波の型式欄にFlを追加記入してくださ
い。ただし、 1.9MHz帯ではRTTYは許可されません。また、送信機のどの部分に付属装置を付設している
のかを示す構成図および付属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

・パケット通信の申請方法

(l)RTTY装置の諸元例
①方式：FSK方式
②通信速度：45.5ボー
③符号構成：5単位RTTY符号
④周波数傭移幅：170Hz

(2)RTTY装置と送信機の接続

本機により、パケット通信を併せて申請する場合は、 SSEモードを使用するときはFl,FMモードを使用
するときはF2を電波の型式欄に追加記入してください。ただし、 Flは1.9MHz帯では許可されません。 F2
も1.9～24MHz帯で、は許可されません。また、送信機のどの部分に付属装置を付設しているのかを示す構成
図および付属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

(1）パケット通信装置の諸元例

Flの場合

方式 AFSK方式

通信速度 300ボー

周波数偏移幅 士lOOHz

副搬送波周波数 1700Hz（パケット通信装置により異なります）

符号構成

(2）パケッ卜通信装置と送信機の接続

AX.25プロトコル準拠

送信機の機種名または

登録番号

パケット通信装置

F2の場合

AFSK方式

1200ボー

±500Hz 

1700Hz 

AX.25プロトコル準拠



電波障害について

「電波を発射する前に」
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA)

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局
の周波数があり運用されています。これろの無
線局の至近距離で電波を発射するとアマチュア
局が電波法令を満足していても、不測の電波障
害が発生することがあり、移動運用の際は十分
ご注意くだ、さい。特に次の場所での運用は原則
として行わず必要な場合は管理者の承認を得る
ようにしましょう。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、
業務用無線局及び中継局周辺等。
（参考）無線局運用規則第258条

アマチュア局は白局の発射する電波が
他の無線局の運用又は放送の受信時に支
障を与え若しくは与えるおそれがあると
きは、すみやかに当該周波数による電波
の発射を中止しなければならなしヨ。
以下略

アマチュア無線局は、自局の発射する電波がテ
レビやラジオ、ステレオの受信や再生に障害を与
えたり、障害を受けている旨の連絡を受けた場合
は、電波法令（無線局運用規則258条）に従ってただ
ちに電波の発射を中止し、障害の有無および、程度
を確認してください。
障害が自局の電波によるものであると確認され
た場合、送信側の原因か受信側の原因か大体の見
極めをつけるにはかなりの専門的知識を要する場
合もありますので、次のようにして処置を取られ
るのも一方法と思います。
．送信機が寄生振動などの異常動作をしている場
合、最寄りの当社通信機サービス窓口に修理を
お申しつ付くださるようお願いします。
．受信側に原因がある場合、その対策は単に技術
的な問題に止まらず、ご近所との交際上なかな
か難しい場合が見受けられます。従って、この
ような場合も総合してアマチュア局による電波
障害問題の対策と障害防止について、（社）日本
アマチュア無線連盟(JARL）の事務局に相談され
ると良い結果が得られると思います。なお、
JARLではアマチュア局の電波障害対策の手引
きとして「アマチュア無線と電波障害・原因／対

応」を用意しております。

（社）日本アマチュア無線連盟(JARL)
干170 東京都豊島区巣鴨1・14-2

告ダイヤルイン（03)5395・3111～3113
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l説教帯 i 送信局度数（MH z) V E日1（門 Hz) 

1.8 11.9075～1 . 9 1 2 5 74.9575～74.962 

3 . 5～3. 5 7 5 7 6 . 5 5～76.625 
3 . 5 

3 . 7 9 1～3 . 8 0 5 7 6 . 8 4 1～76.855 

7 • 0～7 . 1 8 0 • 0 5～B 0 • 1 5 

1 0 1 0 . 1～1 0 . 1 5 8 3 . 1 5～8 3 • 2 

亡J内 TS 4 5 0 S. D ?' 17' 1 4 1 4. 0～1 4 . 3 5 8 7 • 0 5～8 7 • 4 

f二1内オプシヨ点者時 1 8 1 8 • 0 6 8～1 8 . 1 6日 9 1 • 1 1 8～9 1 2 1 8 

2 1 2 1 0～2 1 • 4 5 9 4 . 0 5～9 4 . 5 

2 4 2 4 . 8 9～2 4 . 9 9 9 7 . 9 4～9 8 . 0 4 

2 8 2 8 . 0～2 9 • 7 1 0 1 . 0 5～1 0 2 • 7 5 

TS-Li.SO送信系統図
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I事政怖｜ 送信1電波数（MH z〕 VC01 (MHz) 

1.8 11.9075～1 . 9 1 2 5 74.9575～74.9625 

3 . 5 I 
3 • 5～3 • 5 7 5 7 6 . 5 5～76.625 

3 • 7 9 1～3 • 8 0 5 7 6 . 8 4 1～76.855 

7 . 0～7 • 1 8 0 . 0 5～B 0 . 1 5 

1 0 1 0. 1～1 0 • 1 5 8 3 • 1 5～8 3 . 2 

「コ内 TS -6 9 0 S，円イプ 1 4 1 4 . 0～1 4 • 3 5 87,05～6 7 . 4 

［二］内オプション装着時
1 8 1 8 . 0 6 8～1 8 . 1 6 8 9 1 . 1 1 8～9 1 . 2 1 8 

2 1 2 1 0～2 1 . 4 5 9 4 . 0 5～9 4 . 5 

2 4 2 4 . 8 9～2 4 . 9 9 9 7 . 9 4～9 8 0 4 

TS-690SATは サ 2 8 0～2 9 . 7 1 0 1 . 0 5～1 0 2 7 5 

標準装備 5 0 • 0～5 4 . 0 I 1 2 3 . a s～1 2 7 . 0 5 

送信機系統図・TS・690
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回路図 ご注意：回路は技術開発にf半し〉変更することがありますo
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SWITCH UNIT (X41-3170欄XX)
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SELECT UNIT (X59-3920-XX) 
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